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鶴子銀山跡分布調査報告書

序　佐和田地区に所在する鶴子銀山は、天文11年（1542）に発見されてから昭和21年（1946）
に閉山されるまでの間、佐渡の代表的な鉱山の一つとして、相川金銀山に続き、徳川幕府の
財政の一翼を担ってきた鉱山です。この鉱山は島根県の石見銀山との関係が深く、石見銀山
が発見された経緯と鶴子銀山のそれは非常に似通っています。また、鶴子銀山の開発には、
文禄4年（1595）に鶴子銀山の本口間歩を開発した石見国の忠兵衛、忠次郎らを始め、石見
銀山の山師たちが多くかかわっています。慶長6年（1601）には、鶴子銀山の山師たちに
よって相川で道遊の割戸などの大規模な金銀鉱脈が発見されました。まさに、鶴子銀山は佐
渡金銀山が発展していくうえでのターニングポイントとなった鉱山と言っても過言ではあり
ません。
　鉱山の所有者は、銀山の発見された中世には沢根地頭代であった本間氏から越後国大名上
杉景勝へ、江戸時代には徳川幕府へ、明治時代以降は官営から三菱合資会社へとめまぐるし
く変わりますが、発見から閉山まで約400年間にわたり、銀・銅を産出してきました。
　閉山以降、鉱山は山中に埋もれ、日の目を見る機会が少なかったと思います。しかしこれ
までの先人たちの調査研究、そしてこのたびの調査を通して再び脚光を浴びる機会を得たと
思っております。
　本書は、この鶴子銀山跡の分布調査結果をまとめたもので、調査は市町村合併前の平成14
年度から5年間にわたって実施し、調査面積は銀山周辺部分を含めた山中の広大な範囲を対
象としたものです。
　佐渡市は、現在新潟県と共に世界文化遺産登録に向けた調査・啓発を推進しています。そ
の実現のためにも、更に充実した調査を実施し、鶴子銀山の全貌を明らかにすると共に、そ
の歴史的意義を解明していくことが急務と考えています。また、この調査報告書の刊行を契
機に、佐渡の金銀山という素晴らしい鉱山遺跡群をより多くの人々に伝え、次世代へと末永
く伝えていけるように努力したいと思います。
　最後となりましたが、調査の実施にあたり、ご尽力いただきました関係者の皆様に深く感
謝申し上げます。
平成20年3月
佐渡市教育委員会
　　教育長　渡邉　剛忠
例 言
1．本書は、佐渡市沢根、沢根五十里、相川下戸村地内に所在する鶴子銀山跡の平成14年度から平成18年
　度にかけての分布調査に関する報告書である。
2．分布調査は、国史跡指定の基礎資料を得ることを目的に実施した。
3．調査は、平成16年2月28日まで佐和田町教育委員会で、平成16年3月1日から市町村合併により、佐
　渡市教育委員会が実施した。
4．調査にあたっては、文化庁の国宝重要文化財等保存整備費補助事業の事業採択を受けて実施した。
5．地表面で採集した遺物と整理に係る資料は、すべて佐渡市教育委員会が保管・管理している。
6．作成した挿図・図版のうち、既存の図を使用した場合にはそれぞれの出典を記した。
7．本書の編集は、佐渡市教育委員会世界遺産・文化振興課世界遺産調査係が行った。
8．本書の執筆、編集は宇佐美亮（佐渡市教育委員会、調査員）が担当した。
9．分布調査から本書の作成に至るまで、下記の方々から多大なご教示とご協力を賜った。厚く感謝申し
上げる。
石瀬佳弘、小田由美子、加藤友則、鎌田直治、上林章造、菊池初雄、北村亮、小菅徹也、坂井秀弥、
清水靖雄、田中圭一、田海義正、土屋龍太郎、永松武彦、萩原三雄、故畑福新太郎、羽二生正夫、
本間濡子、本中眞、土地所有者の皆様、株式会社ゴールデン佐渡、沢根五十里財産区、
沢根生産森林組合、新潟県教育庁文化行政課、文化庁　　〔敬称略、五十音順〕
凡 例
1．本書は、本文・挿図・表・図版・写真図版からなる。
2．引用・参考文献は、著者及び発行年（西暦）を文中に［］で示し、巻末に掲載した。
3．本書で用いた方角は、特に表示のある場合を除いてすべて真北である。磁北は真北から西偏約7度20
　分である。
4．．遺構図の縮尺は、原則として図版ごとにスケールを付した。
5．遺構番号は、現地で確認された順序で通し番号を付したものをそのまま用いている。
6．遺構分布図における遺構の表記記号を便宜的に設け、図中の凡例に表記内容を掲載した。
7．遺構は、本文・観察表・図版・写真図版とも同一の通し番号であり、本文中では（Nα）で表記して
　いる。
8．表中の間歩等の稼動期間については、期間がほぼ確定できるものを「一（ハイフン）」で、記録が無
　く推定のものを「～（波線）」で表記した。
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第1章　序 説
1　調査に至る経緯
　平成9年、佐渡島に残る金銀山の重要性を世界に発信し、その保護と活用を目的として佐渡郡町村会に
より「佐渡金銀山遺跡調査検討準備会」（以下準備会、平成16年3月市町村合併まで）が発足した。準備
会は分野ごとに調査部会が設けられ、旧市町村と協力して各種の調査を進めてきた。準備会及び関連市町
村のこれまでの調査成果については、平成14年度に旧相川町教育委員会の『佐渡金銀山相川町鉱山間歩
分布調査・寺社調査報告書』、平成16年度に佐渡市教育委員会の『佐渡金銀山相川地区石造物分布調査報
告書』が刊行されている。この間、旧相川町では佐渡金銀山遺跡の調査推進を目的として、平成15年度に
町長部局に佐渡金銀山課が設置されている。
　こうした中で、鶴子銀山跡は、平成元年に遺跡の周知化は行われていたが、本格的な調査は未着手であっ
たことから、遺跡の規模や内容については不明な点が多かった。このため、旧佐和田町教育委員会では、
新潟県教育委員会との協議の結果、将来的な国史跡指定と整備を視野に入れた、遺跡の範囲・内容確認の
ための分布調査を計画し、平成14年度から平成18年度にかけて5ヵ年にわたる調査を実施することとなっ
た。平成16年3月には市町村合併により新たに佐渡市が誕生し、佐渡市教育委員会生涯学習課に佐渡金銀
山室が設置されたが、合併当初の平成16年度は、同教育委員会佐和田事務所で調査が進められた。平成17
年度からは、佐渡金銀山室の人員増により、全島規模で本格的に鉱山遺跡の調査を実施するための体制が
整えられ、同室に鶴子銀山跡の調査が引き継がれた。その後、平成18年度に組織改編により文化、文化財
行政を主な用務とする文化振興課として独立し、平成19年度には課名を世界遺産・文化振興課へと変更し
ている。
2　調査・整理体制
　分布調査は、平成14年度から平成18年度にかけて実施した。調査にあたっては、遺跡が山中にあること
から、夏期の草木が繁茂する時期を避け、見通しが良く積雪の少ない時期である12月及び2月～3月を中
心に実施した。
　調査によって確認された遺構に関する記録類の整理作業は年度ごとに行っているが、報告書刊行に伴う
遺物の図化・トレース・写真撮影・版組・原稿執筆等の整理作業は、平成19年度に一括して行った。
　調査・整理体制は以下に示すとおりである。
A　調査体制
平成14年度
調査主体　佐和田町教育委員会（教育長岩田伸）
調査指導　　文化庁、新潟県教育庁文化行政課
総　　　括　　高野イツ子（佐和田町教育委員会生涯学習課長）
1
事　務　局
調査担当
作　業　員
野崎政明（同生涯学習課長補佐）
向山正則（同社会教育係長）
宇佐美亮（同社会教育係主事）
鎌田直治、上林章造、羽二生正夫〔敬称略、五十音順〕
平成15年度
調査主体
調査指導
総　　　括
事　務　局
調査担当
作　業　員
佐和田町教育委員会（教育長岩田伸〔平成16年2月28日まで〕）
佐渡市教育委員会（教育長石瀬佳弘〔平成16年3月1日から〕）
文化庁、新潟県教育庁文化行政課
高野イツ子（佐和田町教育委員会生涯学習課長〔2月28日まで〕
　　　　　佐渡市教育委員会佐和田事務所生涯学習課長〔3月1日から〕）
野崎政明（佐和田町教育委員会生涯学習課長補佐〔2月28日まで〕）
近藤信子（佐渡市教育委員会佐和田事務所生涯学習課長補佐〔3月1日から〕）
向山正則（佐和田町教育委員会生涯学習課社会教育係長〔2月28日まで〕
　　　　佐渡市教育委員会佐和田事務所生涯学習課社会教育係長〔3月1日から〕）
宇佐美亮（佐和田町教育委員会生涯学習課社会教育係主事〔2月28日まで〕
　　　　佐渡市教育委員会佐和田事務所生涯学習課社会教育係主事〔3月1日から〕）
鎌田直治、上林章造、羽二生正夫〔敬称略、五十音順〕
平成16年度
調査主体
調査指導
総　　　括
事　務　局
調査担当
作　業　員
佐渡市教育委員会（教育長石瀬佳弘）
文化庁、新潟県教育庁文化行政課
高野イツ子（佐渡市教育委員会佐和田事務所生涯学習課長）
近藤信子（同生涯学習課長補佐）
向山正則（同社会教育係長）
宇佐美亮（同社会教育係主事）
鎌田直治、上林章造、羽二生正夫、本間盛昭〔敬称略、五十音順〕
平成17年度
調査主体
調査指導
総　　　括
事　務　局
調査担当
作　業　員
佐渡市教育委員会（教育長石瀬佳弘）
文化庁、新潟県教育庁文化行政課
坂本孝明（佐渡市教育委員会生涯学習課長）
齋藤義昭（同佐渡金銀山室長）
下谷徹（同佐渡金銀山室係長）
斎藤本恭（同佐渡金銀山室主任）
宇佐美亮（同佐渡金銀山室主事）
鎌田直治、斎藤恭真〔敬称略、五十音順〕
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平成18年度
調査主体
調査指導
総　　　括
事　務　局
調査担当
調　査　員
作　業　員
佐渡市教育委員会（教育長石瀬佳弘〔5月7日まで〕、渡邉剛忠〔5月8日から〕）
文化庁、新潟県教育庁文化行政課
石塚秀夫（佐渡市教育委員会　文化振興課長）
齋藤義昭（同佐渡金銀山室長→世界遺産推進室長〔10月から〕）
下谷徹（同佐渡金銀山室係長→世界遺産推進室係長〔10月から〕〉
宇佐美亮（同佐渡金銀山室主事→世界遺産推進室主事〔10月から〕）
若林篤男（同佐渡金銀山室主事→世界遺産推進室主事〔10月から〕）
鎌田直治〔敬称略、五十音順〕
B　整理体制
平成19年度
調査主体
調査指導
総　　　括
事　務　局
整理担当
佐渡市教育委員会（教育長渡邉剛忠）
文化庁、新潟県教育庁文化行政課
石塚秀夫（佐渡市教育委員会世界遺産・文化振興課長）
齋藤義昭（同世界遺産・文化振興課長補佐）
下谷徹（同世界遺産調査係長）
宇佐美亮（同世界遺産調査係主事）
3　調査経過
平成14年度
　平成15年2月より、鶴子銀山跡西部にある鶴子沢を中心とした約50α000㎡の範囲について分布調査を
開始した。調査の結果、沢に面した斜面や尾根に近い緩斜面において、間歩・露頭掘り等の採掘跡など総
数121基の遺構が確認された。確認された遺構については、当初、沢ごとの頭文字と遺構の発見順を組み
合わせて遺構番号としていたが、沢が入り組む地形や支流が多い場所などの境界を明確にすることが困難
であったことから、発見順に通し番号を付けることとした。
平成15年度
　平成16年2月より、鶴子銀山跡東部にある屏風沢を中心とした約500，000㎡の範囲について分布調査を
開始した。調査の結果、間歩・露頭掘り等の採掘跡などの総数100基の遺構が確認された。
平成16年度
　平成16年12月より、屏風沢から東方にある仕出喜沢・松ヶ沢を中心とした約75α000㎡の範囲の分布調
査を開始した。特に沢両岸の尾根や周辺の緩斜面に露頭掘り跡が多く見られ、調査の結果、間歩・露頭掘
り等の採掘跡など総数236基の遺構が確認された。
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平成17年度
　平成17年4月、12月、平成18年3月より、大滝間歩、弥吉間歩の所在する範囲及び、相川地区の蛇谷周
辺（林道ニツ岩線以北）の約75α000㎡の範囲について分布調査を開始し、鶴子銀山跡の北、南、西側の
分布域境界を確定した。また、鶴子銀山から上相川へ至る西五十里道の旧道調査と茶屋平金山の分布調査
を併せて実施した。調査の結果、間歩・露頭掘り跡等の採掘跡など総数213基の遺構が確認された。
平成18年度
　平成19年3月より、鶴子銀山跡の東側分布域を確定するため、古岩周辺と古岩・小滝参拝道の約
63α000㎡の範囲について分布調査を行った。調査の結果、古岩大明神堂宇などの遺構が確認された。また、
調査成果に基づき、業務委託によって縮尺5，000分の1の遺構分布図を作成した。
平成19年度
　報告書刊行に伴う整理作業を実施した。また、分布調査成果に基づいて、従来の鶴子銀山跡範囲約
611，000㎡から約850，000㎡に遺跡範囲の拡大を行い、周知化を図った。
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第II章　遺跡の位置と環境
1　地理的環境
　佐渡島は、本州、北海道、九州、四国を除くと、沖縄本島に次ぐ大きさの島である。新潟県海岸（角田
岬）より32㎞西の日本海上に位置し、面積は約855111㎡、周囲の海岸線は281．7kmを測り、山林と雑種地
が島面積の80％以上を占めている。地勢は、大まかに山地、海岸段丘及び低地・台地を含む平野から成り、
地形要素の複合という点で本州とほぼ同一の性質を持つことが特徴である［式1964］〔第1図〕。島中央に
は国中平野が広がり、北に大佐渡山脈、南に小佐渡山脈が並行する形でそれぞれ長軸をNE－SW方向に
延ばしている。大佐渡山脈は、標高1，173mの金北山をはじめとする1，000m近い比較的高い山並みが連続し、
小佐渡山脈は、標高645mの大地山をはじめとする比較的低い山並みが連続する。
　佐渡島で確認される最古の岩石は、今からおよそ2～3億年前の古生代後期のものであるが、地層の大
部分は火山によって形成された火山岩類及び日本海の海底で堆積した地層が重なって形成されたものであ
る。このうち、相川金銀山が立地する大佐渡山脈を構成する地質は、古第三紀・斬新世（2，300万年前）
から新第三紀中新世初期（1β00万年前）に堆積したグリーンタフである。また、その他の岩石として、
凝灰岩、玄武岩、硬質頁岩がみられる。グリーンタフは、デイサイト（石英安山岩）や安山岩などの溶岩
類とそれらの火砕岩からなる火山噴出物を主体とし、下位から入川層・相川層・真更川層・金北山層の順
に堆積しているが、これらをまとめて相川層群とよんでいる。大佐渡山脈に分布する金銀鉱床の多くは、
この相川層群を貫く熱水性石英脈による熱水性鉱脈鉱床（鉱脈型鉱床）で、金銀鉱床を胚胎する地層は、
入川層（大立層）・相川層に限られる［坂井、大場1977］〔第2図〕。
　日本海が誕生した約1，700万年前には、海浸期に伴う砂岩・礫岩・シルトを主体とする堆積岩からなる
下戸層・鶴子層・中山層が形成され、これらの地層が隆起運動により変形しながら海上に現れ、佐渡島が
誕生したと考えられる。佐渡島が現在とほぼ同じ形状となったのは、今からおよそ数十万年前とされ、第
四紀中頃になると隆起運動が活発化して、高い山地が形成され、氷期・間氷期の繰り返しによる海水面の
上下運動が重なり、海岸段丘が形成されていった。こうした段丘面は、現在5段まで確認されている。国
中平野は中央部が沖積層であるが、周辺部には低位段丘、中位段丘がよく発達し、加茂湖はこの中位段丘
によって囲まれている。また、平野西側には真野湾に沿って八幡砂丘が発達しており、こうした砂丘列が
8列確認されている［新潟県教育委員会2000］。
　鶴子銀山では、相川層の安山岩質凝灰岩と珪質頁岩の互層に銀・銅が多く集まるのが特徴で、石英岩脈
の中に縞状となって混入しており、こうした金銀を含有する鉱脈を俗に「銀黒」などと呼称している。形
成時期をみると、相川層が形成される末期までには金銀鉱化作用は終息していたと考えられる。鉱床の方
向は相川金銀山と同じく、東西方向のものが顕著である。相川金銀山と鶴子銀山は、南北方向の乙断層に
よって連結されており、このような複数の断層に鉱液が繰り返し充填されて鉱脈が連結し、相川や鶴子に
広い鉱床地帯が形成されている［佐和田町史編さん委員会1988］。
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2　鶴子銀山跡の位置と範囲
　鶴子銀山跡は、相川金銀山から大佐渡山脈の低丘陵を挟んで南側にある、佐渡市沢根及び沢根五十里（佐
和田地区）、相川下戸村（相川地区）等の山林に所在する鉱山遺跡で、概ね広域林道国仲北線より北側、
林道二つ岩線に挟まれた低丘陵の南向き斜面の、標高約50～420m付近に立地している。現在、埋蔵文化
財包蔵地として周知化されている遺跡の面積は、約850，000㎡である。遺跡は、西部の沢根及び相川下戸
村地内にある鶴子沢・蛇谷を中心とする範囲と、東部の沢根五十里地内にある屏風沢・仕出喜沢・松ヶ沢・
大滝を中心とする範囲に大別され、両者はやや離れた位置に所在している〔第3図〕。
　銀山の稼動期間が、開山した天文11年（1542）から閉山した昭和21年（1946）にわたるため、遺跡内で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ見られる遺構種別も多様で、中世の採掘技術といわれる露頭掘り跡や鑓押し掘り跡のほか、近世の間歩跡、
井戸跡、近代以降の竪坑跡や建造物跡など、各年代にわたる遺構が数多く存在している。
　また、寛永期に開通し、沢根と相川を結ぶ重要な幹線道路であった中山街道（相川往還）のほかに、鶴
子銀山から沢根方面や相川金銀山に向かう道路も複数あり、中世末の旧道といわれる「百枚道」や沢根・
鶴子から銀山へ向かう「鶴子道」、西野から銀山を通り上相川へ向かう「西五十里道（西野道）」、百枚か
らニッ岩へ向かう「ニツ岩道」など多くの道路が尾根や沢沿いを通っていたことが、絵図や史料から判明
している。
3　歴史的環境
A　鶴子銀山跡の歴史的環境
　鶴子銀山が発見された時期は、『佐渡故実略記』、『佐渡年代記』等に記載される鶴子銀山の発見伝説に
よると、越後国の商人であった外山茂右衛門が、佐渡に渡海した天文11年（1542）に発見したとされてい
る。その経緯をみると、『佐渡故実略記』に「一、鶴子銀山ハ天文十一卯年越後国茂右衛門ト云者数年当
国へ商二渡海、或時夜二入沢崎沖ヲ馳通リ船中ヨリ見レハ、沢根二当リ鉄吹炎ノコトク光空に移リ怪シケ
レハ、近ク船ヲ寄セ見レハ沢根ノ奥山二金気ノ立ニテソ有リケル、則此所ノ者ヲ語ヒ地頭本間摂津守二訴、
壱ヶ月二銀百枚ノ運上ヲ指上銀山稼次第二盛リ、是ヲ外山茂右衛門間歩ト云、又百枚平トモ云」とある。
茂右衛門は、当時沢根の地頭代であった本間摂津守に、一ヶ月銀百枚を運上することで開発を許可され、
外山茂右衛門間歩または百枚平と呼ばれる鶴子沢上流部を開発したと推定される。その後の開発について
『佐渡志』によると、天文末～弘治年間に、銀山の開発が思うようにいかなかったので、上杉謙信に依頼
したところ、謙信の命で越後国魚沼郡上田村の金穿人夫数百人が渡海したとある。
　鶴子銀山が発見される16世紀は、大航海時代到来によって、南米のポトシ銀山をはじめ大規模な銀山開
発が行われ、世界の産銀状況は大きく変化していた。同時に中国との交易のために日本の銀鉱山も大開発
され、当時世界の産銀の約3分の1が日本産であったと推定されている［島根県教育委員会1999］。鶴子
銀山発見に先立つ、大永・享禄年間（1521～1531）には、石見国（島根県）大森で石見銀山の開発が始ま
るが、鶴子の銀山発見伝説が、石見銀山のそれと非常に似通っているのは、佐渡にも銀山開発の余波がお
よび、石見をはじめとする各地の鉱山から、多くの山師や技術者が佐渡に入ったためと考えられる。
　天正17年（1589）、越後国の大名であった上杉景勝が佐渡攻めを開始し、上杉方に味方した佐渡の領主は、
鶴子銀山を持つ沢根本間氏や新穂地区の新穂銀山を持つ潟上本間氏らであったことは、銀山という経済流
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通や技術交流によって、他国の実情を知っていたためではないかと推測される。また、上杉氏による佐渡
攻略の背景には、鶴子銀山などの佐渡における金銀山掌握が目的であったとされており、同年に河原田本
間氏や羽茂本間氏などの佐渡島内の主だった支配者階級が滅亡すると、景勝は銀山経営のために鶴子外山
に陣屋を建て山口右京を目代に任命し銀山の経営を統括させている。
　一方で、『佐渡年代記』によれば、文禄4年（1595）、石見国より来島した石見忠左衛門、同弟忠次郎、
石田忠兵衛らによって「本口間歩」が稼がれたとある。本口と名付けられたこの間歩は、その名称から、
当時の最先端技術であった「坑道掘り」が導入された場所と考えられている［田中1986］。この技術は、
それまでの「露頭掘り」や「ひ押し掘り」と呼ばれる採掘方法と異なり、複数の方向から硬い岩盤に挟ま
れた鉱脈の採掘を可能とし、諸間歩での鉱石産出量を飛躍的に増大させたといえる。また、史料からは確
認できないが、石見銀山より灰吹法と呼ばれる製錬技術が伝わったのもこの頃と推測されている。戦国時
代末期におけるこのような他国からの最新技術の導入は、鶴子銀山に「鶴子千軒」ともいわれるほどの繁
栄期をもたらした。また、銀山の繁栄とともに、物資を搬入するために真野湾に面した沢根の港が栄え、
同地には商家が軒を連ねたと言われている。
　また、山師をはじめとする鉱山関係者の来島や最新技術の導入は、当時鶴子の奥山と呼ばれる存在で、
鉱脈が硬いことから大規模な開発が行われていなかった相川の金銀山開発も可能とした。文禄5年（1596）
以降、鶴子銀山の山師たちによって良質の金銀鉱脈が相川で発見され、慶長6年（1601）、佐渡代官であっ
た田中清六によって導入された運上入札制による開発ラッシュと相まって、道遊の割戸・父の割戸・六十
枚間歩での大規模開発を契機として、相川金銀山はゴールドラッシュを迎えることとなった。同年、佐渡
奉行に着任した大久保長安は、金銀山開発に沸き立つ相川を政治経済の中心とするため、慶長8年（1603）、
鶴子外山にあった陣屋を相川に移転（翌年完成）し、相川市街地の整備を進めたことで、鶴子の鉱山集落
にあった町屋・寺院等も相川へ移転しており、相川の四十物町は鶴子の四十物町の商人が移ったものと伝
えている［佐和田町史編さん委員会1991］。このように、金銀山の中心地は次第に相川へと移っていった。
また、慶長9年（1604）、長安によって銀山経営に直山制が導入され、幕府の直営による金銀山開発が行
われるようになった。
　安土桃山時代から江戸時代初期に最盛期を迎えた鶴子銀山は、慶安年間（1648～1652）に、西五十里村
（現西野集落付近）を拠点とした山師の秋田権右衛門によって、屏風沢・仕出喜沢・松ヶ沢・百枚平を中
心に開発が行われた。この初代秋田権右衛門は、出羽国秋田から移り住んだといわれ、鶴子銀山の開発に
よって巨利を得たといわれている。また、彼によって正保元年（1644）、五十里城の下にあった多門寺を
西五十里村に移して吉祥寺とし、山中にあった金北山神社を吉祥寺境内に移祀・再建したという［佐和田
町史編さん委員会1991］。後に吉祥寺は、明治元年（1895）に廃寺となるが、同3年に復興し、昭和47年（1972）
に沢根須川の長安寺に合併した。このほか、同地には秋田氏の墓地も建てられている。
　秋田氏による慶安年間の開発以後、産出量の減少に伴い銀山は次第に衰微し、幾度かの閉山・再興が繰
り返されるようになる。この頃の絵図や史料を見ると鶴子、百枚、弥十郎、仕出喜といった間歩名がよく
登場しており、他の間歩は「古口」「古間歩」と表記されることが多くなることから、生産性の低い間歩
は廃棄され、大規模な開発が可能な場所に立地し、有力な鉱脈が存在した間歩のみで採掘が行われていた
と考えられる。
　宝暦13年（1763）に百枚間歩が再興されて、銅の採掘が開始されたこと、天明8年（1788）に銅山取明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　として鶴子間歩及びしなみ沢水貫の開発が進められたことが『佐渡国略記』に見られ、宝暦年間以降、銀
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山ではなく銅山としての性格を強めていったことがうかがわれる。
　明治2年（1869）、相川金銀山が官営「佐渡鉱山」となると、鶴子銀山は「相川鶴子鉱区」として佐渡
鉱山に組み込まれ、鶴子・百枚・弥十郎の各坑に近代的な設備や技術が導入されて、鶴子坑や百枚坑の坑
口前面には、鉱山事務所等の関連施設が建てられた。また、明治23年（1890）、鶴子坑・百枚坑・弥十郎
坑を結ぶ地点に鶴子竪坑が開削され、明治27年（1894）には鶴子～沢根間に軽便鉄道が開通するなど、鶴
子銀山にも大規模な資本投入が成されたことで、一時的に産出量が増大した。
　明治29年（1896）、相川金銀山とともに鶴子銀山も三菱合資会社に払い下げとなるが、以後も採掘は断
続的に続けられた。昭和7年（1932）、鶴子坑（鶴子本口間歩）が再興され、それに伴って天道・百枚・
弥十郎の各坑も再開発され、トロッコによって鉱石が運搬された。昭和期は、国策によって銅の採掘が行
われたが、鉱脈枯渇によって昭和21年（1946）に閉山となった［佐和田町史編さん委員会2001］。
　昭和21年（1946）の閉山後、鶴子銀山の鉱区27haは、昭和32年（1957）に所有者であった三菱鉱業株
式会社より沢根・五十里地区へと払い下げとなった。両地区では、沢根生産森林組合を結成し、同年以降、
同地での杉の植林を行った［佐和田町史編さん委員会2001］。現在では、植林された杉と雑木林が広がる
欝蒼とした山林となり、鉱山を示す痕跡は山中に埋没している。
B　鶴子銀山跡周辺の遺跡〔第3図・第1表〕
　鶴子銀山跡の他に、相川金銀山を始めとして佐渡島内には多くの鉱山が存在している。島内所在の鉱山
の概要や分布状況については、『佐渡金山遺跡上相川地区分布調査報告書』［佐渡市教育委員会2008］に詳
しいためここでは割愛し、鶴子銀山跡周辺部や沢根地区における中世から近世を中心とした遺跡の分布状
況を示す。
　中世の関連遺跡を見ると、鶴子銀山統治にかかわったとされる沢根地頭代の沢根本間氏の旧居城で、上
杉景勝の分国時期に代官の置かれた番城であった沢根元城跡（5）、沢根本間氏が銀山による経済力を背
景に、戦国時代末に沢根元城から新たに築城した沢根城跡（4）、五十里本間氏の居城である五十里城跡（9）
などがある。また、銀山と港町を結ぶ旧道の入口にあたる海岸段丘先端部分には、村殿とよばれる中世の
地方領主の小規模な城館跡が多く見られ（3・6～8）、沢根本間氏や五十里本間氏によって、沿岸部か
ら銀山へ至る交通網を押さえた城郭配置が成されていることがわかる。城館跡以外にも中世の遺跡が分布
するが（13～17）、発掘調査などは行われておらず、正確な遺跡の情報は不明である。
　鶴子銀山跡周辺には、銀山に関連する遺跡が多く残されている。鶴子本口間歩が所在する鶴子沢の東側
には、鶴子鉱山代官屋敷跡遺跡（21）と鶴子荒町遺跡（20）が隣接する。前者には、代官屋敷という字名
が残り、中世末に上杉景勝によって目代山口右京が置かれ、後に相川に陣屋が移転するまでの間、佐渡金
銀山の経営を統括していた際の陣屋跡と推定される。発掘調査は行われていないが、現在も沢を利用した
空堀跡やテラスが残る。後者は、銀山の鉱山集落跡で、「新町」が転説したものと考えられ、テラス群や
井戸跡が残る。また、鶴子銀山の南方、沢根及び沢根五十里地内に所在する現在の鶴子集落付近には、
四十物町や大工町といった鉱山町や専得寺等の寺院があった鉱山集落跡としての鶴子田中遺跡（18）、鶴
子田中遺跡の北側に隣接する形で精錬所跡と推定される鶴子床屋跡遺跡（19）がある。鶴子床屋跡遺跡は、
「金くそ平」という字名が残り、幕末期には、海岸防備用の大砲が鋳造された地で、この際砲身の模様を
鋳造するために使用された技術が佐渡蝋型鋳金技術として現在も残されている。
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M 遺　跡　名 時　　期 備　考 Nα 遺　跡　名 時　　期 備　考
1 鶴子銀山跡 室町～江戸 13田上丸山 中世
2 野坂鉱山 近世 14専得寺遺跡
3 野坂城跡 中世 15河内永慶寺跡
4 沢根城跡 中世 沢根本間氏居城（新） 16河内舞台遺跡 中世
5 沢根元城跡 中世 沢根本間氏居城（古） 17沢根五十里田中遺跡 平安・中世
6 田上城跡 中世 18鶴子田中遺跡 安土桃山～江戸 鉱山集落跡
7 鶴子城跡 中世 19鶴子床屋跡遺跡 安土桃山～江戸 精錬所跡
8 田中城跡 中世 20鶴子荒町遺跡 安土桃山～江戸 鉱山集落跡
9 五十里城跡 中世 五十里本間氏居城 21鶴子鉱山代官屋敷跡遺跡 安土桃山～江戸 陣屋跡
10五十里西野城跡 中世 五十里本間氏居館？ 22中山の一里塚 江戸
11 西窪田城跡 中世 23中山街道 江戸 相川往還とも
12西野経塚 中世 24佐渡金山遺跡 江戸 上相川地区
第1表鶴子銀山周辺遺跡一覧表
　鶴子銀山に関係する遺跡の調査事例は少ないが、平成3～4年に行われた分布調査や広域林道国仲北線
工事の際に、16世紀末～17世紀初頭の伊万里・唐津焼などが採集されている［佐藤1994］。
　また、山中の銀山と沢根の港や相川金銀山を結ぶため、多くの道路が整備されていた。現在でも、中世
に沢根元城跡から中山を通り、鶴子銀山へ向かう「百枚道」や沢根から鶴子集落を通り、代官屋敷跡や鶴
子銀山へ向かう「鶴子道」をはじめ、旧道が多く存在している。中でも沢根を通り現在の西野集落を抜け
て鶴子銀山の屏風沢へ向かう「西五十里道」（西野道）は、鶴子道と合流して、笠取峠を越えて相川金銀
山に関係する鉱山集落のあった佐渡金山遺跡・上相川地区（24）や大工町や中寺町等の相川市街地へ向か
う旧道に接続しており、中山街道（相川往還）（23）が整備されるまでの間、重要な幹線道路の一つであっ
たと考えられる。
　この他にも、周辺には近世の開発と考えられる野坂鉱山（2）や鶴子銀山の山師であった秋田権右衛門
によって再建されたという金北山神社や吉祥寺跡のほか、秋田権右衛門家の墓などが残されている。
4　鶴子銀山に関する絵図・文献
　鶴子銀山跡に関連する絵図や史料は、江戸時代のものが最も多く、次いで近代以降のものが多い。相川
金銀山に比べると資料数は少ないが、他の鉱山に比べると比較的多く残されているのが特徴である。ここ
では、代表的な文献や絵図の概要を述べ、巻末に絵図を掲載した。
　銀山の稼ぎ場が東西でやや離れているという立地条件のためか、相川金銀山や新穂銀山のように金銀山
全体を単独で描いた絵図は少なく、相川町及び相川金銀山に係る絵図の画面端に鶴子銀山の全体が併せて
描かれている事例が見られる程度である〔写真1〕。
　比較的広範囲が描かれる絵図は、西部の鶴子沢流域に分布する間歩群・坑道が描かれた味方家文書の「鶴
子間歩惣敷絵図」〔写真2〕、東部の屏風沢・仕出喜沢・松ヶ沢流域の間歩群や番所などの建造物が描かれ
た岩木文庫の「松ヶ沢・仕出喜沢・屏風沢草見立絵図」〔写真3〕、舟崎文庫の「松ヶ沢・仕出喜沢屏風沢
絵図」（岩木文庫とほぼ同じ絵図）などで、分布調査において間歩や番所などの遺構の位置や名称を特定
する際の参考資料とした。
　間歩ごとに描いた絵図では、鶴子沢の鶴子本口間歩・百枚間歩・天道間歩、屏風沢の弥十郎間歩、仕出
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喜沢の仕出喜間歩、大滝の弥吉（弥喜知）間歩などで、長期間にわたって採掘が行われた間歩の坑内図が
多い。なかでも味方家文書の「弥喜知間歩」〔写真4〕や群馬県赤石家蔵の「弥十郎間歩」では、坑口前
面に建造された四つ留番所や鍛冶小屋などの建造物が間数とともに描かれ、江戸時代における間歩とそれ
に付随する建造物の構成や規模を知る上で、格好の資料となっている。
　現存している絵図などのほかに、鉱山の資材集積地・廻船の寄港地として栄えた沢根地域では、数多く
の資料が残されていたと考えられるが、火災等の災害や家屋移転の際の散逸によって、かなりの数量が減
少もしくは浬滅している可能性がある。
　鶴子銀山を記した佐渡の代表的な史書には、『佐渡相川志』、『佐渡風土記』、『佐渡年代記』、『佐渡四民
風俗』、『佐渡志』があり、「佐渡の五史書」と呼ばれている。これらの史料のほかには、宝暦年間（1751
～1763）に、相川町年寄伊藤三右衛門が編纂した『佐渡国略記』などを中心に鶴子銀山に関係する記述が
みられる。また、両津の川上賢吉氏が蒐集した慶長から元禄期の史料である『川上家文書』には、慶長9
～18年（1604～1613）頃の鍛冶炭や蝋燭等の各間歩への渡帳などが収録されており、同期間に稼働してい
た鶴子銀山の間歩名や山師の名前が多くみられる。
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　　　　　　　　　　　　　　第皿章　調査の概要
1　調査方法の概要
　鶴子銀山跡は、これまで鶴子沢及び屏風沢・松ヶ沢を含む範囲が周知化されているのみで、絵図等の資
料から、周知化されていない範囲についても遺構が存在している可能性が高かった。このため、分布調査
では、従来周知化されていた鶴子銀山跡の範囲以外も含めた約3130，000㎡を調査対象範囲とし〔第4図〕、
江戸時代の絵図や近代以降の鉱区図に描かれる間歩の位置情報を参考として分布調査を行った。分布調査
に先立ち、佐渡金銀山遺跡調査検討準備会で検討し、後述のとおり調査対象、調査基準を設けた。
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A　調査対象
　鶴子銀山跡に関係する遺構の分布範囲の確認を目的としているため、調査対象となる主な遺構は、銀山
に関係する①採掘跡（坑道、ひ押し掘り、露頭掘り）、②建物跡（代官所跡、住居跡、番所跡、作業小屋
跡等）、③城跡（郭、石垣、堀、土塁、井戸〉、④宗教関連（神社、寺、石仏、石塔、石碑、祠等）、⑤砕
石所、⑥集石所、⑦旧道、⑧水路（江、受堤等）、⑨荷置場、⑩テラス、⑪井戸跡、⑫その他とした。
B　調査基準
　佐渡島内における各鉱山の調査方法の統一を図るため、前項の調査対象に以下のとおりの調査基準を設
け、該当する遺構が確認された場合に調査基準を準用した。
①採掘跡（坑道、ひ押し掘り、露頭掘り）
　坑道の種類については、ほぼ水平に掘削しているものを水平坑、水平から数十度傾斜しているものを斜
坑、垂直に近いものを竪坑、完全に埋没しているものもしくは一部開ロしていても内部構造が判断できな
いものを不明と分類した。坑道区分については、地表面に露出した鉱脈を追って掘削したものをひ押し掘
り、鉱脈に対して直行するように掘削したものを横相掘り、坑口の露出状況が悪く判断できないものを不
明とした。これらのうち、坑内より水が流出し、坑道が坑口よりほぼ水平か上方に向かって緩やかな傾斜
で掘削されていることが確認できるものは排水坑、坑口の直径が1m以下で垂直又は垂直に近い傾斜で掘
削されているものについては通気坑と分類した。坑口が埋没しているものについては、遺構の立地（他の
開口する間歩の立地条件より判断）、遺構前面のテラスの有無、絵図等に記載される間歩の位置との整合性、
湧水の有無、地表面に露出した岩盤の有無、周辺のズリの散布状況を加味して坑口かどうかの判断をした。
　ひ押し掘りは、鉱脈の形状に沿って掘削されているものとした。
　露頭掘りは、掘削方法の違いにより2種類の掘削方法があるが、これらを竪穴法（円形又は楕円形）と
溝掘法（溝状）に分類した。小規模のものは風倒木痕の可能性も考えられたため、1．5m以上の規模で、
地表面で凹みが確認できるものを露頭掘りとした。
②建物跡（代官所跡、住居跡、番所跡、作業小屋跡等）
　絵図等に記載される位置をもとに、建物の礎石や土台などの地表面で確認できる遺構やテラス等の地形
を加味して判断した。ただし、鶴子鉱山代官屋敷跡遺跡や鶴子荒町遺跡のようにすでに周知化されている
遺跡は、調査対象から除外した。このほか、建物周辺の土留めとして構築された石垣も調査対象に含めた
が、絵図などに表記がなく、平坦面のみが残るものや建造物の証左を得られない場合は、後述のテラスと
して分類した。
③城跡（郭、石垣、堀、土塁、井戸）
　鉱山遺跡に関連する城館を調査対象とし、文献資料、地字名、現地での土塁や郭などの城郭に関係する
遺構により判断した。
④宗教関連（神社、寺、石仏、石塔、石碑、祠等）
　分布調査を実施する範囲内のうち、鶴子銀山を構成するものを対象とし、寺社のうちすでに廃されたも
のについては、文献や絵図等の資料を参考に、現地での遺構や遺物より判断した。石造物における調査項
目については、相川地区で実施した『佐渡金銀山相川地区石造物分布調査報告書』に準拠した調査を実施
した。ただし、今回の調査では、分布域の確認が主となることや調査期間等の問題により、石造物の実測
は行っていない。
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⑤砕石所
　絵図等の資料を参考に、地形や鉱石、ズリ等の散布状況により判断した。
⑥集石所
　絵図等の資料を参考に、地形や鉱石、ズリ等の散布状況により判断した。
⑦旧道
　絵図等の資料を参考に、事前の聞取り調査や地形から判断した。ただし、主要街道であった中山道につ
いては、『新潟県歴史の道調査報告書第十二集相川街道松ヶ崎街道』［新潟県教育委員会1998］ですでに
調査が行われているため、対象より除いた。また、これまでに作成されている各種の地形図上に、すでに
道として表記されており、現地で道の形状を確認できる場合は、GPSによる座標取得を行っていない。
⑧水路（江、受堤等）
　鉱山に関連する水路等を対象とし、絵図等の資料や地字名を参考に、地形や遺構により判断した。
⑨荷置場
　絵図等の資料を参考に、地形により判断した。
⑩テラス状遺構（テラス、石組み遺構）
　絵図等の資料を参考に、平坦面の有無等の地形により判断した。また、絵図で建造物の証左を得られな
いテラスや石組み遺構を含めた。
⑪井戸跡
　現況で確認できるもののみを対象とした。
⑫その他
　性格不明遺構をその他として分類した。
C　調査方法
　調査に先立ち、遺跡の周辺部を含む大まかな範囲を調査範囲として設定し、文献史料や絵図をもとに遺
構の集中が予想される範囲を沢ごとに鶴子沢、屏風沢、仕出喜沢、松ヶ沢、大滝、その他として地区分け
し、毎年地区ごとに分布調査を行った。調査時に確認された遺構の位置情報は、GPSを使用した世界測
地系によって座標取得を行い、遺構の正確な座標を特定するとともに、遣構の規模や特徴についての記録
化・写真撮影を行った。坑道内部の詳細な調査は、安全面の観点から実施していない。遺構の規模や内部
への侵入が難しい間歩や露頭掘りなどの奥行きの距離計測については、レーザー距離計を使用して計測し
た。
　分布調査が終了した平成18年度に、測量によって得られた座標データを縮尺1／5000地形図に反映させ、
遺跡全体の遺構分布図を作成した。確認された遺構は、佐渡金銀山遺跡調査検討準備会での取り決めによ
り、新潟県教育委員会で使用されていた遣跡調査カードを加工し、これを分布調査カード〔第5図〕とし
て台帳化を図った。調査カード記入に際しての留意点は以下のとおりである。
①鉱山名
　名称の判明する鉱山名（「鶴子銀山跡」）を記入する。
②種別
　前述した遺構の判断基準をもとに種別名を記入する。また、絵図等により名称の判明しているものはそ
の名称を記入する。
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〈表　面〉
佐渡金銀山関連遺跡調査カード
　　　　　　　　　　土地所有者…　五．．裡財産区
　　　現状山林（雑木林）　　　　　　i指定なし
　　　　　　肱　　662
時代中世・近世・近代・現代
地図1：5．000
〈裏　面〉
M　　662
遺 立　　　地i大滝水系右岸の沢沿い 形 態 坑道掘り、水平坑
物
範　　　囲坑ロ高さ2，1m×幅1．97mX奥行き15．48m 用 適
遣
時　　　代近世 保管場所 遺物なし
構
大滝上流の沢右岸沿いに面した岩盤が露出する場所に立地する。坑ロは、かっ
て鉱山関係者によって閉山時に立入り禁止の木借が組まれていたようであるが、
現在は腐食して壊れている。
遺構は、 地表面に露出する岩盤から掘削する問歩跡で、坑Ωの規模は、高さ
2．Im、幅1．97m、確認できる範囲での夷行きは、15，48mである。坑nは東向き
に開口し、 坑口の断面形状は、不整三角形で、坑ロ近くで蛇行しながら西へ向か
遺 う水平坑と推測される。坑道内部の断面形状は、方形を呈し、高さ1．5m、幅1．8
mと比較的大きな規模である。坑道床面に崩落した土砂・礫が部分的に堆積する
構 ものの、 坑道内の遺存状況は比較的良好である．
遺構周囲にはズリが散乱し、坑口前面の一段下がる場所に土留め用の石垣が組
まれ、 小テラスを形成している．
所
遺
勃
見
実
測
図
一・．
文 味方家文書『弥喜知聞歩墨引』
献
第5図　分布調査カード書式
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③土地所有者
　国、地方公共団体（地方公共団体名）、民間のうち該当するものに○を付ける。土地所有者が民間の場合、
別途土地所有者名を調査する。
④遺構の時代
　判明したものについてのみ○を付ける。不明確なものは未記入とする。
⑤所在地
　小字名、番地を含めて記入する。
⑥現状
　遺構周辺の現状（宅地、水田、畑地、山林、道路、荒蕪地、原野、その他）を記入する。
⑦指定の有無
　遺構が国、県、市の指定を受けている場合、その有無について記入する。鶴子銀山跡については、調査
時に未指定文化財であったため、未記入とした。
⑧地図
　調査のベースとなる地形図の縮尺を記入する。今回の調査では、北陸農政局作成の縮尺1／5000の地形
図を使用する関係上、「1／5，000」と記入し、該当する地図番号を記入する。
⑨遺構位置図
　遺構位置及び周辺地形が判明するものを掲載し、概ね縮尺1／5000の地形図を使用するが、遺構が集中
する場所では位置関係が不明瞭となるため、縮尺の大きな地形図を使用する。
⑩遺構現況写真
　遺構の全景が判明するものを掲載する。ただし、遺構種別によっては全景及び近景、内部等の複数の写
真を掲載する。
⑪座標
　GPSを使用し、世界測地系による測量によって得た空間座標（XY座標）を記入する。　Z座標（標高）
については、計測場所の立地条件や衛星の位置状況によって精度が著しく落ちるため、除外した。
⑫調査種類年月日・調査員
　該当する調査の種類や調査年月日、参加した調査員名を記入する。
⑬立地
　遺構の立地する周囲の地勢を記入する。
⑭範囲
　計測した遺構の規模を記入する。
⑮時代
　絵図や文献等の資料により推定される遺構の年代を記入する。
⑯形態
　遺構の形状や坑道の種類、掘削方向（16方位）等を記入する。
⑰用途
　使用目的が判明するものを記入する。
⑱保管場所
　遺物が採集された場合の保管場所を記入する。
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⑲遺構・遺物実測図
　該当する遺構の実測図もしくは概要図や採集された遺物の実測図を掲載する。記録スペースがない場合
は別に設ける。
⑳所見
　残存状況を含めた遺構の概要及び特筆すべき点、周辺の地質（粘土、赤土、岩盤、凝灰岩、凝灰角礫岩）、
ズリの散布状況や隣接する遺構の分布状況等の調査所見を記入する。
⑳文献
　遺構に関係する文献名や絵図名を記入する。
2　遺構・遺物の検出状況
　分布調査によって確認された遺構は、間歩跡108基、ひ押し掘り跡4基、露頭掘り跡556基、試掘坑7基、
石組み遺構4基、テラス状遺構9基、近代化遺産4基、溝状遺構1基、石造物1基、西五十里道に関連す
る塚跡4基、石造物1基、古岩参道に関連する石造物2基で、このほかに神社堂宇1箇所、寺跡1箇所、
炭窯跡1基であった〔図版1〕。
　今回の調査では、鉱山に関連する城館跡、砕石所、集石所、荷置場といった遺構は見られなかった。
　城館跡については、真野湾に近い段丘先端部分に城館跡が集中しているため、銀山周辺では発見されて
いない。調査範囲内には、鶴子鉱山代官屋敷跡遺跡や鶴子田中遺跡に関係する遺構があったが、同遺跡は
すでに遺跡の周知化が成されており、平成19年度に地形測量を実施する計画であったので、今回の分布調
査では遺構計測を行っていない。
　小規模な石切場は2ヵ所見られたが、聞取り調査で銀山との関連性を明確にできなかったため、対象か
ら除外した。
　砕石所、集積所は草木等の繁茂により、今回の調査では確認されていない。
　岩木文庫などの「松ヶ沢・仕出喜沢・屏風沢絵図」〔写真3〕に、屏風沢右岸に荷置き場の表記が見ら
れるが、現地は水害や土砂崩れの影響により、テラスの浬滅している範囲が多く、現況では確認できなかっ
た。
　分布調査の際に、地表面で採集された遺物は、磁器片1点、土器片2点、羽口片3点、鉱津4点である。
調査範囲内の多くは、落ち葉等が厚く堆積していることが多く、地表面における遺物の採集は困難であっ
たが、屏風沢のテラス（Nα124＞周辺で何点かの遺物を採集することができた。遺物はいずれも破片資料で、
今回の調査報告書には図示していないが、羽口は断面丸形を呈し、炉側の先端部分にガラス質の溶融物が
付着する。遺物の採集された場所は、「松ヶ沢・仕出喜沢・屏風沢草見立絵図」〔写真3〕によると、鍛冶
小屋の表記された場所であり、これに伴うものと考えられる。また、水害により河床面が掘り下げられた
ことによって、地中に埋没していた木製樋の一部が露出している箇所が見られたが、部分的に地表にあら
われているのみで、採集が困難であったため取り上げを行っていない。
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第IV章　遺 構
1　概 要
　分布調査によって確認された遺構は、間歩跡108基、ひ押し掘り跡4基、露頭掘り跡556基、試掘坑跡7
基、テラス状遺構9基、石組み遺構4基、近代化遺産4基、石造物1基、性格不明遺構1基、西五十里道
に伴う塚跡4基、石造物1基、古岩参道に伴う石造物2基で、このほかに神社堂宇1箇所、寺跡1箇所、
炭窯跡1基であった。次節より各遺構について述べる。
2　遺 構
A　採　掘　跡
間歩跡〔図版1～5、別表5〕
　分布調査によって確認された間歩跡は108基である。
　間歩の分布状況を見ると、鶴子本ロ間歩跡（No　1）上流部、百枚間歩跡（Nα16）及び百枚平、弥十郎間
歩跡推定地（Nd138）周辺部、仕出喜間歩跡推定地（Nα324・325）周辺部、大滝周辺部に多く集中する傾
向にある〔第6図〕。
　調査によって確認された間歩跡は、容易に行けるような場所のものほど遺存状態が悪く、閉山時におけ
る埋め戻しや土砂堆積により埋没していったと考えられるものが見られ、対照的に急斜面などには依然と
して坑口の形態をよく留めているものが多い印象を受けた。
　調査にあたり、坑ロ部分が開口しているものは容易に間歩跡と確認できたが、坑口が埋没しているため、
間歩跡としての特定が難しいものがあった。埋没している間歩跡については、江戸期の絵図や近代の図面
類に表記される位置と現地の位置を比較して特定したものや遺構前面に設けられた作業道やテラスの配置
状況等の周辺部地形を加味して推定したものがある。また、今回の調査で、露頭掘り跡としたものの中に
も間歩跡が含まれている可能性が高い。同様に間歩跡としたものの中に露頭掘り跡が含まれている可能性
もある。
　絵図等の史料から間歩名の特定できるものは、「鶴子本口間歩」（Nα1）、「百枚坑」（Nα16）、「秋田権右
衛門新切山」（M637）、「弥十郎坑」（近代）（Nα123）、「鶴子竪坑」（Nα104）、茶屋平金山の「茶屋平間歩」（No
688）など数ヶ所であった。また、絵図と現地の状況により間歩名の推定されるものは、間歩跡の上部に「弥
十郎間歩」銘の彫られた石祠を持つ「弥十郎間歩」（No138）と絵図の間歩跡や河川の表記から位置関係を
推測できる「外山茂右衛門間歩」（Nα52・53）、「新階屋間歩」（No106）、「しなみ沢水貫」（643・644）「仕
出喜間歩」（Nα324・325）、「仕出喜上ロ」（No332・368・369）、「大滝間歩」（No663）、「弥吉間歩」（Nα662）
であった〔第7図〕。
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ひ押し掘り跡〔図版1～3、別表5〕
　調査によって確認されたひ押し掘り跡は、4基である。
　遺構の分布状況をみると、鶴子沢の百枚平で1基（Nα48）、屏風沢の弥十郎間歩跡推定地付近で2基（M
133・134）、仕出喜沢左岸の斜面で1基（No307）である。とくに屏風沢で確認される2基は、沢を挟んで
両岸に立地するもので、鉱脈に沿って掘削された方向・鉱脈形状が左右対称となっており、河川の浸食作
用によって地表面に現れた同一の鉱脈を掘削していることがわかる。
露頭掘り跡〔図版1～5、別表5〕
　分布調査によって確認された露頭掘り跡は、556基である。
　遺跡内で見られる露頭掘り跡の形状は、地形や鉱脈の形状により円形、長円形、溝状等様々である。分
布状況を見ると、尾根に近い比較的緩やかな傾斜に円形が多く、傾斜の急な場所では溝状の遺構が多く見
られる傾向にある〔第6図〕。露頭掘り跡の判断は、地形や岩盤の有無、ズリの散布状況によったが、発掘
調査を実施していないため、露頭掘りとした痕跡の中には、自然地形のものも含まれている可能性がある。
　鶴子銀山発見とともに開発の始まる百枚平と呼称される鶴子沢上流部の傾斜地では、沢及びその両岸に
規模の大きい露頭掘り跡が連続しており、中には長軸16m、短軸7m深さ4m以上の巨大な露頭掘り跡（No
23）が見られる。百枚平は、露頭掘り跡を中心にズリが散乱する範囲が広く分布しており、古い露頭掘り
を埋め戻して新たに採掘を行っている可能性が高い。
　佐和田地区と相川地区の境にあたる鶴子沢西側の尾根筋や屏風沢以東の尾根筋には、直径2m以下の小
規模な露頭掘りが集中している。
　大滝地区では、小高い丘陵頂上付近に露頭掘り跡が集中し、周辺部では見られない。同地区では、こう
した露頭掘り跡の残る露岩の裏側や斜面裾部に間歩跡が残る例が多い。
試掘坑跡〔図版1～4、別表5〕
　分布調査によって確認された試掘坑と考えられる遺構は、7基である。
　露岩に掘削した痕跡がみられるが、いずれも小規模なものである。確認された遺構のうち、鶴子沢下流
の鶴子本ロ間歩跡（Nα1）付近で見られるもの（Nα2）や大滝地区で見られるもの（666・667）は、周辺
部で確認された間歩跡との関連性が指摘できるもので、鉱脈の有無を確認するために採掘したが、鉱脈に
到達せずに放棄されたと考えられる遺構である。
　調査にあたり、試掘坑と判断したもののうち、屏風沢や仕出喜沢で見られるもの（Nα188、333））は、
露岩を方形に掘削しているが、いずれも縦横α6m未満の小規模なもので、小祠として利用されていた可
能性も考えられる。
B　建　物　跡
近代化遺産〔図版1～2、別表5〕
　調査によって確認された遺構は5基である。
　遺構は、広域林道国仲北線に隣接する鶴子本ロ間歩（鶴子坑）跡の周辺部に集中しており、鉱山事務所
や作業員小屋のあったテラス（703）、鍛冶小屋跡の研磨機台座（No701）、坑内に空気を送るコンプレッサー
の台座（Nα704）、コンプレッサー冷却水用のプール（No700）が見られる。この付近は、昭和21年（1946）
の閉山まで稼行していた場所で、当時鉱山で働いていた方々からの聞取り調査によって、建物の配置が判
明している［佐和田町史編さん委員会2001］。
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　百枚間歩跡から東250mの位置に明治に開削された鶴子竪坑跡（Nα104）が確認されたが、遺構内に水が
たまり、規模等は不明であった。
C　宗教関連遺構
伝本福寺跡〔図版1・4、別表5〕
　確認された寺院跡は1基（No685）である。
　本福寺は、現在、沢根五十里にある真言宗の寺院で、地元の伝承によれば、東野の赤毛という松林に寺
基を開き、砂金採りの集団が聖徳太子像と「南無阿弥陀仏」の六字名号を堂に納めたと伝わり、後に現在
地に移転したという［佐和田町史編さん委員会1991］。かつて、三間x四間の礎石があったといわれるが、
調査では広域林道国仲北線沿い南側にテラスのみが確認されている。
石造物〔図版1・3・4、別表5〕
　確認された石造物は、屏風沢と大滝で確認された2基である。
　屏風沢のものは、弥十郎間歩跡（Nα138）に伴う石祠である。裏面に「弥十郎間歩大舗　口米右衛門手
附　若者中」、右側面に「嘉永五　壬子年　三月出来」、左側面に「施主　世話箭火　八太」と刻まれる。
　大滝地区のものは、沢沿いに建立された高さ1．lm、幅α6m、厚さα3mの七字名号塔で（Nα684）、表面
に「南無妙法蓮華経」の題目が、裏面に「大正十五年五月　名畑スマコ」と刻まれる。大滝間歩跡や大滝
のテラス群に近い位置に立地するが、銀山との関係性は不明である。
D　旧　　　道
西五十里道〔図版1～3・5、別表5〕
　沢根から西野集落、鶴子銀山屏風沢を通り、鶴子道と合流して青野嶺を越え、上相川へと向かう道路で
ある。
　佐和田地区側の屏風沢付近では、ほぼ完全に道の形態が残されているが、相川地区側では水害や作業道
敷設により浬滅している箇所が多かった。道中には石祠1基を伴う塚跡（Nα677）のほか、3基の塚跡が
残り（No678、691、692）、金北山道への分岐点に石仏1基（Nα689）が確認されている。また、相川地区
内に入ると西五十里道に隣接する形で、茶屋平金山が立地しており、崩落によって坑口が埋没したと考え
られる間歩跡2基（Nα688、690）が確認されている。
古岩小滝参道〔図版4、別表5〕
　古岩及び小滝は、修験者の修行場所を発祥とする地で、現在も象徴となる巨大な岩塊が残る。古岩小滝
参道は、相川から古岩と佐和田地区東野にある小滝、沢根地区の東野集落を結ぶ参拝道である。現在でも
参拝に訪れる人々がおり、地域住民の信仰対象となっている。道跡は、古岩から相川へ抜ける古岩山裾部
の一部範囲で崩落によって道が浬滅しているが、ほとんどの範囲において溝状を呈する道路跡が確認され
ている。
　古岩参道に関連する遺構は、古岩山下の古岩大明神堂宇1箇所（Nα696）、相川地区内の金北山道との分
岐点付近の参拝道入口に石造物1基（恥693）、相川側の参拝道中に石造物1基（No695）、佐和田地区内の
道中にテラス1基（No697）が確認されている。
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E　テラス状遺構
テラス状遺構〔図版1～5、別表5〕
　分布調査によって確認されたテラスのうち、規模の大きいものは6箇所である。
　鶴子本口間歩跡の坑口前面にあるテラスは、鶴子沢右岸の斜面に立地する平面形状が円形で断面形状が
徳利形の石組みの井戸跡を伴っている（No702）。またその下段に位置する鶴子沢にあるもの（Nα703）は、
近代に鉱山事務所が置かれたことが近代の図面類から確認されている。
　弥十郎坑跡周辺のテラス（No124）では、下流部分を水害によって侵食されているものの、河床面に木
製樋が確認されており、羽口や陶磁器、鉱津といった遺物が、地表面にて採集された。
　仕出喜間歩跡（No686・687）周辺部のテラスでは、一部で石組み遺構（No634）を伴っている。
　大滝地区のテラス群（Nα699）は、大滝間歩の対岸に階段状に設けられたもので、斜面を石垣で補強し
たものが多く見られる。
　上相川番所推定地のテラス（No686・687）は、一部に石垣を伴うものも見られた。
　また、上述したテラスのほかに、小規模なものが独立している例（Nα193・525・697）や間歩の坑口前
面や露頭掘り跡に隣接して小規模なテラスが設けられる例も見られた（別表4）。
石組み遺構〔図版1・3～4、別表5〕
　鶴子銀山で発見された石組み遺構は4基である。
　石組み遺構は、屏風沢一仕出喜沢間の小規模な沢（No148・149）、仕出喜沢（Nα634）、松ヶ沢（Nα635）
で見られる。屏風沢～仕出喜沢間の小規模な沢右岸に立地するものは、北側が平面コ字形（No148）、南側
がロ字形（Nα149）となっている。いずれも高さ50cm以下である。発掘調査をしていないため、構造物の
存在は不明であるが、なんらかの上屋構造を伴う作業場であった可能性もある。
　仕出喜沢や松ヶ沢でみられるものは、いずれも間歩跡に近い位置に立地しており、坑口や周辺部の建造
物の土留めを兼ねたものである可能性もある。
F　その他
性格不明遺構〔図版1・2、別表5〕
　発見された性格不明遺構は1基である（Nα74）。
　溝状の遺構のため水路の可能性もあるが、現況では自然地形か遺構かの判断が難しかった。
25
第V章　ま　と　め
1　遺 構
　間歩跡や露頭掘り跡といった鉱石採掘の分布範囲を見ると、鶴子沢の排水坑道であるしなみ沢水貫跡（No
643・644）や茶屋平金山（Nα688・690）を除くと、鶴子沢一帯、屏風沢・仕出喜沢・松ヶ沢一帯と大滝に
遺構が集中しており、露頭掘り及び間歩跡の範囲が概ね重複している。このような分布域をみると、尾根
やそれに近い部分の露頭鉱脈を採掘している露頭掘りに対し、山裾部分から坑道を掘削して、同一の鉱脈
に向かう間歩が位置していることがわかる。
　次に各地域における遺構の分布状況をみると、鶴子銀山西部の鶴子沢では上流部の百枚平周辺に露頭掘
り跡・ひ押し掘り跡が集中しているが、間歩跡はほぼ全域にわたって分布しており、対照的に下流部では
露頭掘り跡がほぼ無くなり、間歩跡のみとなっている。これは、山頂部に近い場所に集中する形で鉱脈の
露頭があり、それを山裾から追いかける形で横相坑道を掘削したことを物語っており、鶴子本口間歩など
の下流部では排水坑道を兼ねたものが多い。また、明治時代以降に近代化が進められていた関係で、かつ
て鉱山事務所のあった百枚間歩跡前面のテラスに、鶴子本口間歩跡周辺の遺構などの近代化遺産が集中し
ている。
　鶴子銀山東部の屏風沢の南西側から松ヶ沢の北東側までの間については、尾根上に小型の露頭掘り跡が
密集している。間歩跡も弥十郎坑跡（Nα123）から上流部分に集中している。また、坑口規模の小さい間
歩が多く、そのほとんどが尾根上や尾根に近い斜面に集中していることから、尾根上を試掘的な感覚で掘
削し、後に下部から横相による間歩を取明けて鉱石の採掘が行われたことが想定される。
　大滝地区は、鉱山に関係する遺構がコンパクトにまとまった地域であり、山頂部の露頭鉱脈鉱床を採掘
した露頭掘り跡、その山裾に地中の鉱脈を横相によって採掘する間歩跡があり、大滝地区南西の対岸には、
探鉱のための掘削を行った結果、有望な鉱脈に当たらず放棄されたと考えられる試掘坑跡がある。また、
南東部にはテラス群が見られ、番所や採掘作業に従事した人々の小規模な集落があった可能性が高い。同
地区には、鉱山に関係する建物や堂宇が描かれた「弥喜知間歩」〔写真4〕等の絵図も残されており、今
後の調査によって、江戸時代における一鉱区の間歩跡と施設の関連性を知る上で格好の資料となる範囲で
あると考えられる。
　テラスと間歩の関係性をみると、坑口の前面に設けられる規模の大きいテラスの多くが、「銀山岡絵図」
〔写真5〕にみられるように四つ留番所などの銀山に関係する施設があったものと推測される。なかでも
鶴子本口間歩跡・百枚間歩跡〔写真5〕・弥十郎坑跡は、近代にも鉱山事務所や施設が置かれていること
が判明している。大滝地区で見られるテラス群は、「弥喜知間歩墨引」〔写真3〕には大滝間歩前面に鍛冶
小屋・役人詰所・堂宇などがあったことが描かれているが、現存するテラスの傾斜角が水平に近いため、
閉山後に水田として再利用している可能性が高い。また、規模の小さいテラスは、横引場と呼ばれる鉱石
の重さを計る小屋などや作業場として利用されていたと推測される。
26
2　年 代
　これまで、鶴子沢上流部の百枚平における開発は、『佐渡年代記』や『佐渡国略記』などに開発経緯と
ともに記載されており、現地でも巨大な露頭掘り跡やひ押し掘り跡によって古い時期の開発が想定される
が、屏風沢以東の開発開始時期については、史料が無く不明確な部分が多かった。しかし、今回の調査に
よって屏風沢以東においても無数の露頭掘り跡が確認されており、屏風沢や仕出喜沢では、露頭掘りから
坑道掘りへの転換期にあたる鎚押し掘りと呼ばれる採掘跡が見つかったことは、銀山発見とともに開発の
始まる百枚平とほぼ同時期に鶴子銀山全域で開発が始まったことを示している〔第8図〕。露頭掘り跡の
所属時期については、相川金銀山の「道遊の割戸」や「父の割戸」などに比べ規模が小さいためか、江戸
期の絵図中に露頭掘り跡が描かれる事例はみられない。このため、時期の特定にはなお確証は得られない
が、島根県の石見銀山などの他の鉱山遺跡の事例から中世のものが多いと推測される［島根県教育委員会
1まカ、1999］。
　16世紀末から17世紀初頭にかけて全盛期を迎える鶴子銀山は、その後次第に衰微していくが、その過程
の中で慶長期の爆発的な間歩の増加を境に次第に間歩数が減少し、江戸時代前期以降、かつての古間歩の
再開発や水貫（排水坑道）としての再利用したことが文献史料にあらわれる。間歩の稼行時期については
関連する絵図等が少なく、史料に掲載されない時期もあって特定することは難しいが、鉱山衰退期に向か
う過程の中で、鶴子沢の鶴子本口間歩・百枚間歩、屏風沢の弥十郎間歩といった大規模開発が可能な鉱脈
の下部に立地する間歩へと集約されていく形となり、近代以降には、新たに開削された鶴子竪坑や一時的
に開発が行われる天道間歩などを除くと、本口間歩・百枚間歩・弥十郎間歩のみが近代化されており、史
料と現地で確認される遺構が一致している。
　分布調査によって間歩名の特定できた間歩は多くない。文献史料に見られる間歩名の中で位置が特定で
きなかったものの多くは、現地で遺構が確認できない、絵図と実際の遺構の位置関係が重ならない、絵図
で想定される位置に複数の間歩跡が確認され特定が困難であるといった理由によるもので、相川金銀山の
ように近世から近代に作成された絵図や図面類の数量が少ないことも起因していると考えられる。
3　今後の課題
　今回の分布調査の結果、鶴子銀山内における採掘地などの遺構の分布状況や遺跡の範囲を確定すること
ができた。しかし、一部の名称を特定できた遺構を除き、坑口の埋没している問歩跡も多く、名称の特定
できないものも多いことから、絵図や文献史料で得られた間歩跡の稼行時期と実際に残されている遺構の
年代を結びつけることができなかった。調査時に露頭掘り跡とした遺構も現況では土砂の堆積が進み、遺
構床面に露頭鉱脈や岩盤を確認できなかったものもあるため、将来的には分布調査のデータを基に、この
ような露頭掘り跡やテラス等の発掘調査も視野に入れていきたい。
　また、本書では分布調査についてのみの報告としているため、鶴子銀山と周辺部における関連遺跡との
関係性の言及、絵図や文献史料等の調査について不足している感が否めない。今後、鶴子銀山の総合的な
調査研究・報告を行っていく必要性を感じている。
　佐渡島内における鉱山遺跡は未調査のものが多く、これまで佐渡島内における鉱山遺跡の分布調査は、
旧相川町教育委員会などの一部でしか行われていなかったことから、実態の不明なものが多い。今後、こ
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のような鉱山遺跡の分布調査を積み重ね、将来的な史跡整備の際の基礎データや鉱山研究に結びつけてい
きたい。
①初期（天文～文禄期）の開発推定範囲
・露頭掘り、ひ押し掘りによる開発。
・文禄年間、坑道掘りが導入される。
②最盛期（慶長期）の開発推定範囲
　坑道掘りによる開発。
　田中清六による運上入札制、大久保長安による
　直山制導入に伴う開発件数増。
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③衰退期（江戸時代中～後期）の開発推定範囲
・採算の取れない間歩の廃棄。
・短期開発の間歩多い。
④近代化遺構（明治～昭和期）の開発範囲
　竪坑の開削などの近代化導入。
第8図　各時代における開発範囲変遷図
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《要 約》
1．鶴子銀山跡は、佐渡市沢根・沢根五十里・相川羽田町地内に所在し、現況は山林、原野等である。
2．遺跡は、大佐渡山脈低丘陵地の山中に立地し、総面積は約850，㎜㎡を測る。
3．遺跡は、天文11年（1542）に発見と伝えられ、戦国時代末から江戸時代初期にかけて最盛期を迎え、
昭和21年（1946）に閉山した鉱山遺跡である。
4．調査は、保存を目的とした遺跡範囲確認のため、平成14年度から平成18年度にかけて実施した。調査
面積は約a130，000㎡である。
5．調査の結果、室町時代から昭和期までの遣構が確認された。
6．確認された鶴子銀山跡の遺構は、間歩跡108基、ひ押し掘り跡4基、露頭掘り跡556基、試掘坑跡7基、
石組み遺構4基、テラス状遺構9基、近代化遺産4基、石造物1基、性格不明遺構1基である。このほ
かに西五十里道に関連する塚跡4基、石造物1基、古岩参道に関連する石造物2基、寺社跡2基、炭窯
跡1基である。また、地表面で採集した遺物は、磁器1点、土器2点、羽口3点、鉱澤6点である。
7．尾根や沢の上流部の露頭鉱脈を掘削する露頭掘り跡に対し、露頭掘り跡の集中する山裾に間歩跡があっ
て同一の鉱脈を掘削していることが確認された。
8．同遺跡に関連する江戸時代の絵図が多く現存し、関連する表記や記述が掲載された絵図や文献史料が
多く残されている。また、これらの絵図や文献史料の間歩と現地の遺構を照合した結果、間歩名が判明
　した事例がある。
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島根県教育委員会・大田市教育委員会・温泉津町教育委員会・仁摩町教育委員会編　1999「第2章　歴
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田中圭一　1986　『佐渡金銀山の史的研究』　刀水書房
永井次芳　1974　『佐渡風土記』　臨川書店
新潟県佐渡郡役所編　1973　『佐渡国誌』　名著出版
新潟県立佐渡高等学校同窓会　1986　『佐渡国略記』上巻（復刻）
新潟県立佐渡高等学校同窓会　1986　『佐渡国略記』下巻（復刻）
西川明雅・原田久通　1974　『佐渡年代記』　佐渡郡教育会
長谷川利平次　1991『佐渡金銀山史の研究』近藤出版社
麓三郎　1956　『佐渡金銀山史話』　三菱金属鉱業
山本修之助編　1973　「撮要佐渡年代記」『佐渡叢書』第4巻　佐渡叢書刊行会
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佐渡市教育委員会蔵　岩木文庫「松ヶ沢・仕出喜沢・屏風沢草見立絵図」（安政6写）
新潟県立佐渡高等学校同窓会蔵　舟崎文庫「銀山岡絵図」（延享4）
新潟県立佐渡高等学校同窓会蔵　舟崎文庫「鉱山金坑絵図」（年代不明）
新潟県立佐渡高等学校同窓会蔵　舟崎文庫「御料局佐渡鉱山之図」（明治23）
味方重徳氏蔵　味方家文書「鶴子間歩惣敷絵図」（宝永3．8元図ヵ）
味方重徳氏蔵　味方家文書「弥喜知間歩墨引」（安政7．2．5）
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別表1　鉱山用語一覧表
用　語 解　　　　説
うけやま
ｿ　山
自分山または請負山といい、請主が責任を持ち、産鉱を一定の割合で運上（税）として納め
ｽ。一切を自己の経費と責任で稼行した。　　→直山
おか
ｪ 敷に対して坑外を岡と呼ぶ。　　→敷
かまのくち
?ﾌ口 坑口。坑木で柱を左右に立て、留木で押さえた形が竃に似ているところから名付けられた。
きりやま
ﾘ　山 間切に同じだが、規模が小さく、間数・方向も関係なく必要に応じて掘削した。　　→間切
くさみたて
酔ｩ立
新しい鉱山・坑を選定すること。草木の様子や山相などを見て決めたことから出た名と思わ
黷驕B
くさり
ｮ
金銀の鉱石。低品位のものは薄鍵、金含有が豊富なものは筋金、銀は白銀鍵、銅は銅鍵、鉛はギロン鍵という。
けむりぬき
戟@貫
通気のために掘る坑道で、通常は上方に抜けるように掘られる。鉱脈を利用して掘られるこ
ﾆもあった。
けんぎり
ﾔ　切 試掘で鉱脈を探る坑道。間数を定めて請負させているところから出た名。
憾敷
坑内を総称していう。坑の内外を総称して敷岡といった。　　→岡
じきやま
ｼ　山 御直山といい、幕府直営の間歩。用具・器材などの厳しい規制があった。　　→請山
すみびき
n　引 墨を引く、すなわち図を描くこと。または、その絵図。
ズリ 金銀の鉱石を採取する際に出る鉱石にならない岩石や不要な鉱物のこと。
せいれん
ｻ　錬 鉱石から金銀を抽出すること。
せいれん
ｸ　錬 製錬で得た金銀から不純物を取り除くこと。
だいく
蛛@工 たがねと鎚で鉱石を採掘する坑夫。金穿大工。普通の家大工は番匠と呼んだ。
たてあい
ｧ　合
鉱脈のこと。相川金銀山では石英脈に金銀鉱が含まれており、これを白立合といった。土中
ﾉある砂金はネバ立合と呼ぶ。
“絃
鉱脈または鉱石のことで、これに切り当ることを絃につくといった。
とこや
ｰ屋 精錬をする設備をもった場所。床屋はブイゴの床から付けられた名称という。
はいぶきほう
D吹法
鉛を使用した製錬法で、日本へは大陸から伝えられた。佐渡では、鶴子銀山で用いられたの
ｪ最初といわれる。
　ひおしぼり
?氓ｵ掘り
鉱脈を追いかけて地中を掘り進んで行く採掘方法。後に水平方向に掘り進んでいく「横相」
ﾉ発展した。露頭掘りから坑道掘りへ移る過渡期の技術。
ふりがねし
U矩師 測量技師。測量図面を振矩図といった。
まぶ
ﾔ歩
戦国時代から江戸時代における鉱山の坑道をさす。発見者や稼ぎ主の名を付けて呼ぶ習慣が
?ﾁた。
やまし
R師
古くは山仕、山主とも書いた。一山・一坑の支配者。鉱山経営の技術者などの関係者を従え
ﾄいた。
よつどめ
lつ留
釜の口と同義語で、間歩の入口を指す。間歩の入口に置かれた番所を「四つ留番所」と呼び、
z石の抜売りを監視した。
うとうぼり
I頭掘り 鉱脈が露出した部分（露頭）に沿って、鉱脈だけを掘り採る採掘方法。坑道掘り以前の技術。
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別表2　鶴子銀山年表
年　号 鶴子銀山の歴史事項 年　号 その他の歴史事項
1077（承暦元）「今昔物語集」に佐渡の砂金採取の記述。
1462（寛正3）この頃、西三川砂金山が稼ぎ始められたとい
､。
1542（天文11）越後商人外山茂右衛門により銀山発見。月額銀百枚の
^上で銀を稼ぐ。
天文末～弘治年間 上杉謙信の命で、上田村の金穿人夫数百人が渡海する。
1582（天正10）修栄、鶴子に一宇を建立して専得寺と号す（の
ｿ沢根町へ移転）。
1589（天正17）山ロ右京目代となり、外山に陣屋が置かれる。 1589（天正17）佐渡が上杉景勝の領国となる。
1590（天正18）沢根町に専得寺建立。
1595（文禄4）本口間歩開発される。
1596（慶長1）鶴子四十物町に妙円寺開基（のち相川治助町
ﾖ移転）。
1598（慶長3）秋田権右衛門藤蔵間歩の草見立願書を提出、屏風沢の
ﾔ歩3ヵ所開発。
1598（慶長3）鶴子に陣屋を設置。
1600（慶長5）田中清六佐渡代官になる。
H田村に金山町を当起。
1601（慶長6）10日運上入札制で繁栄期を迎える。 1601（慶長6）佐渡天領となる。金銀山大盛となり年上納銀一万貫に及ぶ。五十里港に十分一役所設置。
1602（慶長7）願龍寺、沢根鶴子に建立（のちに相川弥十郎
ｬへ移転）。西五十里村満行寺が鶴子山麓に
J基。
1603（慶長8）外山の陣屋が相川へ移る（翌年完成〉。 1603（慶長8）五十里籠町本光寺開基、上相川に小坊を建立
ｷる。その後、鶴子に移転し、天明元年（1781）
ｻ在地に移転。
1604（慶長9）庄内ぬいのしょうら山師たちが古間歩の再開発を願い
oる。
1604（慶長9）沢根に番所を設置。御直山36ヵ所稼動。直山
ｧ、鉱石の荷分け法始まる。
1605（慶長10） 水銀製錬法導入。
1618（元和4）鎮目市左衛門、竹村九郎右衛門による改革。
R師味方但馬、割間歩を稼行、寸法桶による
r水で10日間で産出高、数万荷を出すという。
1620（元和6）金銀山大盛を極め、一ヵ年の出高24万8千両
ﾆ伝えられる。佐渡で小判を鋳造。
1621（元和7）佐渡の運上金銀最高額となる。
1624（寛永1）この頃山師秋田権右衛門佐渡へ移住という。
1626（寛永3）戸地村の川に水車を設け、相川より鉱石をま
墲ｵて粉成吹立を開始。
1627（寛永4）沢根番所建替え。
1629（寛永6）この年、中山街道が開通。
1636（寛永13）銀山個所として鶴子銀山の名が見える。
1643（寛永20）金銀山産出量が減り、没落する者多く出る。
1644（正保1）宗岡七左衛門が鶴子総水貫間歩の開発を命じられる。
1645（正保2）床屋の取り締まりを実施。大床屋6軒、吹分
ｰ8軒、小床屋54軒、56人を選定し、床屋を
¥しつける。
1648（正保4）鶴子銀山御直山ではなくなる。
1649（慶安2）鶴子御直山鉱脈に切当たる。秋田権右衛門、仕出喜沢
ﾌ開発を願出る。
1650（慶安3）秋田権右衛門、仕出喜・屏風沢の再開発を願出る。
1651（慶安4）秋田権右衛門、屏風沢の再開発を願出る。 1651（慶安4）金銀山衰え、出鉱高の少ない間歩は休止とな
驕B鶴子に町屋三町、勝場床屋あり。
1652（慶安5）秋田権右衛門、仕出喜・屏風・松ヶ沢周辺の再開発を
闖oる。同所の草見立絵図作成。
1652（承応1）鶴子の浄土宗誓願寺が水津村へ移転。
1653（承応2）割間歩排水のため水上輪を作成。
1655（承応4）秋田権右衛門、鶴子佐兵衛間歩半分を山主松井長右衛
蛯謔闖?n。
1659（万治2）秋田権右衛門、百枚平の再開発を願出る。
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別表2　鶴子銀山年表
年　号 鶴子銀山の歴史事項 年　号 その他の歴史事項
1660（万治3）秋田権右衛門、百枚平の柄山に埋まった27～28ヵ所の
ﾃ間歩の再開発を願出る。
1664（寛文4）相川盛んになり鶴子銀山衰える。鶴子の茂右衛門私費
ﾉて稼ぐも、経費に窮し官営に移す。
1670（寛文10）秋田権九郎、鶴子内山銅平助左右衛門間歩の再開発を
闖oる。
1674（延宝2）屏風沢の銀山番所が積雪のため倒壊し2人圧死。
1680（延宝8）鶴子四十物町と牛ヶ首間にある松浦市左衛門
ｮ敷が作兵衛に返還。この頃、鶴子の床屋廃
~。
1682（天和2）山師嶋川惣兵衛・大坂宗左衛門が鶴子内山立鉱平の草
ｩ立を願出る。山師河上治左衛門が仕出喜間歩等の権
??ｺ上左衛門に譲渡。
1690（元禄3）南沢疎水坑完成。
1692（元禄5） 山師和田十郎左衛門は、新穂・大須・田切須・鶴子4カ
鰍ﾌ銀山取立の入用として、金1万両拝借を願出る。
1701（元禄14）静野与右衛門により鶴子惣振矩図作成。
1707（宝永4）沢根番所を建替え。
1715（正徳5）鶴子間歩敷内より水が湧き出て桶引1人即死。
1717（享保2） 鶴子間歩本樋64艘相止め、市兵衛敷稼がれる。
1730（享保15）鶴子百枚が御直山となる。
1731（享保16）鶴子間歩山師和田与左衛門・寺崎太郎左衛門、稼ぎ方
ﾉ間違いあり、閉門となる。
1732（享保17）雪崩により、鶴子百枚の鍛冶小屋痛み、鍛冶吹子16人
?S。
1733（享保18）奉行鶴子間歩見分。
1734（享保19）鶴子間歩水貫普請開始。
1735（享保20）和田与左衛門鶴子沢の再開発。鶴子間歩水貫完成。
1736（享保21）和田与左衛門鶴子沢の古間歩さらへを行う。
1736（元文1）鶴子番町役、岩間杢右衛門・野上孫右衛門・
芟羡c兵衛・山師秋田権右衛門・大坂惣左衛
蛯ｪなる。
1737（元文2） 鶴子白雲山五社勧請、願主山田治部左衛門・
蜊H笠井儀左衛門。
1743（寛保3）鶴子間歩休山。百枚間歩休山。
1745（延享2）仕出喜間歩取明け。
1747（寛延1）仕出喜間歩休止となる。鶴子市兵衛が天道間歩の取明
ｯを願出る。
1749（寛延2）鶴子間歩建場出火。
1759（宝暦9）鶴子坑再興、銅の採鉱が開始。
1763（宝暦13）百枚間歩再開発。
1771（明和8）奉行が鶴子銀山を見分。
1772（安永1）江戸無宿人、金銀山にて水替人足として使役。
1774（安永3）奉行が鶴子銀山を見分。山方役太田彦次郎・山師味方
ｷ太夫が案内。
1775（安永4）奉行・組頭・広間役が沢根七場へ来て砂金流
ｵを見分。
1777（安永6）天道間歩敷内で稼人が怪我をして即死。
1778（安永7）奉行が鶴子銀山を見分。
1779（安永8）本目隼人、鶴子銀山を見廻る。
1784（天明4）二丁目弥兵衛が西五十里村大瀧間歩の採掘を開始。
1789（寛政1）金銀山直山から請山稼にする。
1790（寛政2）鶴子間歩水貫普請の人足を国中へ石高に応じて出すよ
､命じられる。
1791（寛政3）鶴子銀山が廃止。
1792（寛政4）相川町々道普請開始。
1811（文化8）秋田氏、百枚再興。
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年号 鶴子銀山の歴史事項 年　号 その他の歴史事項
1815（文化12）信州稲汲村半兵衛が大瀧間歩の試稼中、雪崩により即
?B
1825（文政7） 鶴子沢の川流し開始。
1827（文政10）鶴子志なみ沢川流、三丁目八太郎、右証人名主久右衛
蛹芫癘｡のうえ、町役人預け。
1836（天保7）弥十郎坑を始め鶴子銀山盛んとなり惣出量11470匁天
ﾛ10年には33，061匁8となる。
1837（天保8）弥十郎間歩の再開発。
1838（天保9）弥十郎間歩、御直山になる。
天保年間 弥十郎間歩周辺に番所48坪、鍛冶小屋28坪、建場小屋
Q軒あり。
1847（弘化4）弥十郎坑産出鍵代322匁
1848（嘉永1）鶴子床屋跡で大砲鋳造。
1862（文久2）鶴子間歩取明を行う。
1863（文久3）弥十郎間歩閉山。
1867（慶応3）英国鉱山技師ガウルを雇い、測1探査した結果、鶴子
ﾔ歩を再興。
1868（明治1）明治維新。佐渡県となる。相川金銀山官営と
ﾈる。奉行所廃止。
1870（明治3）相川に洋式製錬炉建設。
1871（明治4）佐渡県から相川県となる。
1874（明治7）百枚間歩・弥十郎間歩・弥十郎御普請場へ臥を納入。 1874（明治7）佐渡鉱山、大立竪坑に着手。
1882（明治15） 百枚坑再興。
1889（明治22）佐渡鉱山、宮内省御料局管轄へ。
1890（明治23）鶴子百枚弥十郎三坑の中央点に竪坑を開整。
1892（明治25）鶴子竪坑深さ300尺に達し、これに800尺の水道を連掘
ｷることに決まる。鶴子坑開削のため、同地方は日雇
l足で潤う。
1893（明治26）百枚、弥十郎間歩採鉱を開始。鶴子坑の役員詰所、鉱
v部屋等の建物を落成。
1894（明治27）鉱石を相川に航送するため、鶴子銀山～沢根間に軽便
S道敷設の工事開始。
1896（明治29）佐渡鉱山三菱へ払下げ。（鶴子は百枚鉱区773347坪）1896（明治29）佐渡鉱山、三菱合資会社へ払下げ。
1914（大正4）百枚間歩再興。
1918（大正7）佐渡鉱山、三菱鉱業株式会社へ。
1932（昭和7）本口間歩再興、新竪坑が開削。天童、百枚、弥十郎の
e間歩再開発。
1940（昭和15＞本口間歩に新事務所建築。
1946（昭和21）鶴子銀山閉山。
1952（昭和32）沢根・五十里地区へ払下げ（27ha）沢根生産森林組
№ｪ発足。
1989（平成1）佐渡鉱山、操業中止。
2002（平成14）佐和田町教育委員会により、鶴子銀山跡の分布調査が
J始される（～平成18年度）。
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部劇口翼
鞘ぱ田菖
鞘ぱ目曇 猟葦警
璽w剰勘圏 麺★頬臨圏
雛圏戸
§爲8亨 998寸 §田8寸 自§「 §霧呈1 §§〒 竈藷叶
§6蒙「 §震8〒 曇88寸 罰§㌣ §‡寸 藷哀81 目田s「 罰鵠s寸 §鵠s〒
§ギ§1 苔巳s㌣ §8s寸 昌8s「 §sま〒 葵§〒 窪讃「 §鵠8「 §葛8〒 象§穗㌣ 目零s「 ま仁s「 §9s㌣ §8s「
§ま㌣ 嵩詔§1
聴倒×
§§§ §§§ §§器 日芸撃§ §曇斜 ま鵠印別 §苔§ 尋§爵 ま§§
§覇§ §§§ 曇§目 §鵠印闘 臣鵠專闘 遺留專爲 目§§ §§§ §曇器
竃出自別 翠§目 §詔印器 鵠§§ §§§ 奏ε專自 §蒙§ まパ§斜 ミ§§ o§蓑N §§目 §專苔N §§器
§お鵠自 ミ誌鵠斜 目§器 §霧§ §筐鵠辞
長
体 ㎏ 体 体
慧；旧橿 9豊旧温 慕±厘捉 芯±旧寝 ξ±軍桜
oo
哀塁字9s2
束凶寮堂
報1氏足 嚢1凪扇 籔1ロ、規 蜜凪目 寮1民貝
膝1［L貝
鍾埠
巽恥
萎難 巽難
葭歯峻
奏鍵 蜜庄 渓庄 奏鍵 部終 罫降 藻圧 罫笹
蘂圧奪
案鍵 薬鍵
蟄歯畦
掘埠
漢臣蝶
恥圧 蘂圧 奏鍵 齢臣 萎鍵
蜜圧蝶 藻圧婁 藻圧奪
奏鍵
蜜盤暖 蘂圧蝶
寄K 薬鍵 蘂圧
挙圧饗 凄圧蝶 挙圧蝶 蟄圧蝶
漢圧
斑来亮轄
姦隔踏 藁路綾 藁麟踏 §陪箇 藁隈絃 輌騒柚 藁陪融
併養預想録
1
藁暦鯵
1
輌踏綾 蘂幅紬 藁懸駿 藁陪紬 輌優織 輌隠紬 藁騒軸 輌幅織 §麟敏 藁騒織 輌懸越 藁路紬 藁幅絃 藁画紬 輌麟艘 蘂懸紬 顧懸箇
麺想
藁懸絃 藁函織 藁隔笛 §断槙 輌路越 藁騒融 藁騒敏
．柚I
桜 嵌
嵌辞 桜笹
1 1 娯 桜
軽甚
1
園笹
寧媒
怪
桜甚
1
暢笹
榛苧園R
1 1
峡R
1 笹
甲桜 甲桜
園坪娯辞
1 1 1 1 桜 1
園年峯辞 図学媒R 桜苧紅辞 紅学婿辞
1
駐 1 1 1
§
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
§
1 1 1 1 1
§
1 1 1 1 1 1 1
§馨 § § § き 曇 § § §
1
§
1
§ § § 鶏 § § § § § § § § § § § § § 1
§ 胃 篇 § § 豆 §
〔盲 § § § 專 § 胃 5 § 1 § 1 曇 § 塁 § § § § 箋 § 竃 § § § § §
自 §
1
旨 § 義 寒 § § iii
碧桐
旧甕口轟皐
坐量涙量璽皐
戻源 誓轄腰綾 誓幕懸絃 肇騨隠紬 誓幕陪触 誓轄幅絃 誓輯懸鯵 誓鳴礪鯖
魯糸寂 塗糸巨
誓壕懸紬
橋蕊霞
誓鳴騒織 誓鳳確絃 誉報憾駿 璽鵯騒紬
魯糸巨 塗熱置
誓鳴懸軸 誓鵯騒職 誓轄懸越 誓零暗紬 誓輯騒越 誓鳴騒綾 肇曙騒融 誓蠣麟越 誓曜陪越 誓罵騒駿 誓緊路駿
歯糸置
誓曜隠敏 誓鳴幅噛 誓幕懸紬 誓幕暦箇 誉騨騒敏 聾憩麟軸 誓轄路越
老 § § 菖 駕 § § § 蓑 § 目 § § 目 § 罰 § 爵 罰 § 目 § 藷 蓮 罰 罰 筥 罰 § § § § §
§ § § §
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榊　　　準
楚申掴歯園 型w頬臨園 池㎏姻歯図 楚申頬喩園 弛や頬臨園 楚w頬廟園 邊w掴歯圏 楚㎏頬歯紅 ㌔や痩禽園 麺w頬猷圓
迷遡卜
§謬s〒 曇鵠s寸 ミ等s寸 §写s〒 §藷「 §褒8〒 §ぱ81 目㌍8㌣ §藷寸 §頃蒙〒 §s8「 §9箋1 ミ●8「 §R8寸 目まま「 §曇〒 §曇〒 塁藷マ §藷㌣ 塁鵠8マ 睾望8叩 §悟ま叶 §k器〒 買s器丁 §講8「 oo
?@1
§部8㌣ 員8留〒 2穗ぷ㌣ 置鵠穗「
踏趨×
胃巴舘爵 豪自需R 自8詔舘 §蓬§ §語鵠禺 密肩§ §錦§N 遣胃§ §需鵠自 §ぱ鵠禺 9§§ 苔§語 §塁器 §硲田鵠 ヨ印目N §塁巽 §8錦斜 言霧器斜 §§§ §§§ 革鵠鵠爲 §＄舗爵 目目§ §§§ ド鵠苺§ 零鵠旨爵 §田§ §詔苔N §霧品爵 專ぼ§閑 §き§ §日§ 塁日§ §壁§ 胃窟§N
豆
㎏ 体 無
挺咽∋
弊禦　喧蜜
束凶薮堂
薬1匹貝 寮但規
緯　　　領
萎漢 楽圧奪 葭圧婁
薬鍵 薬難
漢圧栗 漢圧蝶 渓圧禦 漢圧蝶 恥日：蝶 漢鋤ば 蘂圧饗 挙圧婁 藻圧婁 蜜歯峻 挙歯ぱ 蘂圧蝶 漢圧蝶 挙庄響 恥圧蝶 蘂挺暖
蟄庄
齢蛍瞬 漢蛍峻 ボ圧婆 蜜圧蝶 漢圧蝶 蘂圧聾 蘂圧蝶
蜜怜
蘂蝦川
部降 薬難 萎鍵 塔難 萎難
坦釈亮報
顧懸綾 藁懸職 藁憶賠 藁陪敏 輌懸紬 §懸綾 輌懸箇 藁懸継 爺路職 藁確綾 輌懸越 藁ぼ紬 藁贋枯 藁暦鯵 輌懸枯 輌園紬 輌騒織 輌路笛 輌騒斡 顧懸踏 輌頗紬 顧頗紬 藁陪載 輌騒紬 輌脳紬 輌樫敏 藁箇敏 藁麟融
1
藁山罵白
1
藁懸綾 藁隠斡 硲騒紬 輌階紬
．ポo
o逗
桜寧図辞 僻坪図尋
図笹 紅R
甲襖
1
傾苧園R 掻響圏R
甲峯 頃桜 甲娯
園宇橿￥ 圏牢桜辞
媒辞
裸 1
頃撰 甲桜 甲挺
怪 1 1 笹
年R
桜寧日R
頃桜 樫≒ 在吾
園裡
樫
図笹
笹
隠笹 園笹 筒笹
駐 1 1 1 11 § 1 1 11 1 1 1 11 1 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 § 1 1 11
（已）理 § § § § き § § § § § § § § § § § § 奪 ミ 寒 § § § § § § 目 §
1
巴 § § § § §
］喧（・　巨
ﾈし）Z駒
§ § § § § § § ヨ § き § § § § § § § § § § § § § § § § § i…i
1
§ § § § § §
碧　　　桐
旧嚢口警寝 旧嚢口警富 旧嚢聖蚤皇
宗　　顕
誓曜路紬 誓聴騒曽 誓聴悟紬 肇卑隠箇 誓聴騒融 誉鵯陪結 誓聴確紬 誉轄魑職 誓轄悟綾 誓聴顧蟄 誓曜騒紬 肇轄懸越 誓轄悟敏 誓轄悟笛 誓㎏騒紬 誓曝贋紬 誓輯悟載 誓鴉懸紬 誉報砥軸 誉犀懸織 誓曝腰噛 誓幕画紬 誓轄画紬 誓蠣憾紬 誓環贋織 誓報懸越 誓篶幅紬 誓轄懸紬
捨糸置
誓5卑6
旋糸置
誓幕幅軸 誓轄悟織 誉聴路箇 誓幕騒織
已 § 罵 § 自 § § § 罰 § § 馨 § § § § § § § 害 § 箋 § § § § § § § 胃 § § § 胃 言 §
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榊 峯 》
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奪
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碗坦
2強襖呈
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騨到口ば 襲到口零 部到口埠 妄Kぱ細 ±焼ρ瑠…封
郭到［コば 郭到口埠 京劇巨想 郭劇口埠 ト嶋口想 翌●e宴 寧雨
~トK鎭?
郭到巨録 邑竪口埠 胞劇口籔 塾到口想
聴圏畑
竃詔蓮1 目§雫 §§守 葺§隅 菖§隅 §蕩♀ 鵠§〒 駕i…i等 臣§♀ §s藝1 目8苔｜ §昌苧 §苔等
嵩斜自1 §習隅 曇田苔1 9霧§｜ §㎡豪寸 §塁㌣
賀ぱ笛1 §一馨寸 目8室1 曇9§1 奏8§1
挺遡×
目露§N §鵠§N s§禺 毫曇斜 §§斜 目9§N 目菖自 §目§ §箋§ 田§§ §ま§ §馨§ 簑§§ §罰目 §§§ §§§
ミ萬§N §§§ §9§ 嵩§輿 §§器 §§斜 §§鵠 §日§ 蓉§爲 §§舘 §震§N §に§N §§§ §苔§ 目§爲
§忠§N
簑
体嘲熟 体劇蝋
無 挺 体
体綱綜 ㎏劇∋ 挺劇亀
挺 ㎏ 体 挺 挺 体 挺 挺 体 体
1卜 1ト 垢 話
聾剤睡蛮
1ト、
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籔1ロ、足 寮口足 罧口、貝 毅恒、屋 異江規 簑瓜貝 寮1ロ、貝 毅1江屓 報1民貝 蜜1民規
田 田
皐 導
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→く（ 杖＿ 叫
餌 悼燃 姉燃 神
田巨 田直 田
±帥 ‡i樟 申
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器峠 部終
漢庄婁 蘂童嘘
雷降
藻択 蘂択 蘂枳 部笹 雷怜 萎鍵 懸怜 寄侍
漢圧升
萎鍵 薬鴬
餐蘂但
萎裳 巽鍵 部笹 恥択 欲束 薬鍵 萎難 恥枳 雷梼 部怜 部怜 部笹 蘂釈 懸峠 奏鴬
坦択姦轄
1 1
輌懸職 輌懸紬
麺埠
想亨掴春
麺ば
渥輌頬婦
麺想 壷綜
藁懸軸
麺想 麺春
爺路紬 藁隠駿 藁懸績 爺橿織 藁懸紬 藁懸峻
頬想
鯨輻頬想
硲騒鷲 藁筒織
辞苦嬢零iば
麺想
頬縛
麺想 鐘侭
肝苦預春ぶ
頬ば
輌陪能
姉・柚昼
隠笹
笹
岬傾
圏 樫 樫
園甚 図笹 圓裡 掴樫 撰笹 懐柾 軽促 図笹
笹
榛甚
笹 笹 桜 桜 媒
塔〔 桜甚
在 娯
響冒
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塞〔 暫〔 讐〔
笹
暫〔
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§ § §
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§ § §
1 1
§
1
§
1 1
§ §
1
榔瞭 3馨
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目 §
1
§ § 目
1 1
§
1
§ 目 § § § § § 馨 日 目 § § 1
§
1 1
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躍寒剤
沌＿・日
浴jXw1 1
§ §
1
§ § §
1 1
翌
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駕 § § § 2 § § § 呂 § § § 1 § 1 1 § § §
綱需樟傘蹟ヨ騒
最桐
赴口恵悼田皐 祉口罵姉田皐 趾担恵悼題皐 遊聖罵榔田ポ
呼
識 蚕 誓 筆 誓 誓 肇 誓 誓 誓 肇 套 誓 警
嶋喘 薄
蛤糸匡 拾燃定 幕騒紬 憩暗綾 歯糸題 塗糸匡 魯糸巨 歯抵霞 益糸霊 塗魚置 緊懸魑 塗糸宣 魯糸置 曝陪魑 顧騒軸 鳴愚織 轄隈絃 聴悟紬
幕橿越 捨糸阻 抵黒嘱 掩糸匡 栗腰紬 鳴顧職 歯糸巨 捨糸置 捨糸宣 歯糸霞 歯糸置 掩輪痙 塗糸題 轄懸艘
品 遇 箋 § 旨 胃 旨 胃 9 § 目 § § 菖 § § § § § § § § § § § 霧 § 胃 § § 嵩 § 9 §
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逼提后e糸芭
馨誉湾芝 鞘謎胃老 鰹謎塞芝 鰹馨s遇 燦菩s芝 鞘誉s已
挺倒卜
翠9s〒 §8s㌣ 目s8〒 毒藷寸 §禽ま寸 硲ズ8叶 §讃〒 s8s叩 目日苧 §鵠s㌣ §語s叶 §守s㌣ 藷ss㌣ 翼菖「 §8s寸 奉8ま㌣ 竃舗87 §藷寸 §藷叶 宣讃〒 §蒙㌣ §』ぽ㌣ 目s留㌣ §§「 §留零寸 §藷㌣ 目舅隅 e薗♀
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h§口
§§斜 §§斜 門§§N 覇語鵠鵠 §茎斜 ま鵠鵠爲 ←§§N 藝に8器 §パ§叙 自§黛 鵠巳§爵 豪豊§ 箋§器 窟自§ §自§ 9§器 琴鵠品斜 奪忌員N §昌§ §惑話輿 奏鵠鵠辞 一2藷N o目萎N §8鰭N 曇§§ §閉錦闘 哀日§N 2§§ ミ巴器自 §§§ §認閉斜 §自朋器 §日斜斜 §8お別
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体 体 体 挺
蝶蝦　ぱ蛮
束凶籔堂
寮1民足 寄1匹貝
洋　　　想
6叫姉田遺 6叫姉田導
薬漢
奏鴛 奏難 萎鍵 恥圧
蘂崖暖
蜜庄
蘂壷峻
餐麓
蚤劃降
挙圧蝶
漣庄
恥庄蝶 恥圧蝶
※庄 漢日：
藻圧奪 蘂圧蝶 蘂歯殴
塔難 案鍵 萎鴬
蘂蛋峻 蘂圧升
蘂枳 蜜良 萎鍵
蘂日：蝶
萎難 奏難
蜜圧蝶 恥庄蝶
萎鍵
蘂圧奪
巽難 薬鴬 蘂圧
坦択亮幕
輌陪艘 輌懸織 輌騒踏 輌砥艘 輌懸紬 §頗紬 藁騒艘 輌路職 藁陪織 輌路噛 硲懸軸 蘂騒纏 顧騒紬 藁腰紬 輌癌鯖 藁懸敏 蘂滴ぱ 輌路斡 爺騒絃 §懸峻 姦懸艘 §路綾 藁隔紬
想奪掘掠
肝〔頬涼想
藁暦轄 藁懸職 輌懸紬 §旛織 輌踊紬 硲騒紬 藁騒織 顧懸紬 藁悟越 §懸織 輌路織
．苓o
堰o宣
楓 娯
媒辞
1
園寧桜韓
1
僻尋 峯辞 峯報
桜寧図R
1 1
笹≒
1 1
健吾 笹尋
撰 桜 桜 娯
挺≒ 園笹 傾R 峯R 候甚
笹吾
甚 笹
峯糎鰹R
笹吾 笹R
峯年栂辞
笹
圏閂
1
綻 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1 1 1 § § 1 1 1 1 11 1 1 1 1
（日）馨 § § 胃 § § § § 日 § § § 霧 § § § § § § § § § § 8爵 § § § § 自 § § § § 胃 § § §
〔盲 § § § § § § 胃 § § § § § ヌ § § § § § § ヨ § § §〔 § § § § 蓉 ま § § § § § § §
碧　　　綱
旧嚢口嵩量 旧嚢口轟塁 但塞只轟塁 旧嚢口轟累 旧嚢口嵩皐 旧嚢口轟塁 庖黍口轟皐 旧嚢口轟塁
蚕　　璽
誓篶陪賠 誓聴騒絃 警轄路敏 誉轄陪職 誓幕懸踏 塑寒路綾 誓轄画紬 誓輯懸職 誓轄唇箇 誓輯麟紬 誓聴團織 誓卑路職 誓鳳路綾 誓聴悟駿 璽幕聴紬 誓蠣懸絃 誓轄懸載 誓鵯懸敏 誓犀懸笛 肇憩麟薗 誓庸陪紬 誓幕懸織 誓轄路笹
捨輪寂 始糸挺
誓卑陪駿 誓幕懸桔 誓繋騒綾 誓轄騒敏 誓曙悟紬 誓鵯懸綾 誓報懸軸 誓螺路綾 誓鳴幅踏 誓曙幅紬 誓聴懸軸
芝 塞 胃 § 藷 罰 § 屑 § 胃 毫 § 胃 § 胃 § § 爾 § § § § § § 覇 霧 e9 § 窮 § § 篇 § 箋 塞 §
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図版5 遺構分布図（西五十里道・茶屋平金山周辺）
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写真　1
鶴子銀山の絵図（1）
「鉱雌坑絵図」〔時期不明〕〈点線内・鶴子銀山（下）と茶屋平金山（上）〉
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写真　2 鶴子銀山の絵図（2）
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写真　6 鶴子銀山跡遠景・鶴子銀山跡の遺構（1）
鶴子銀山跡（屏風沢・仕出喜沢付近）遠景
鶴子沢　トb23露頭掘り跡遠景
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屏風沢 ぬ133鑓押し堀り跡
鶴子銀山跡の遺構（2＞
鶴子沢百枚平　梅32露頭掘り跡
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写真　8 鶴子銀山跡の遺構（3）
仕出喜沢　晦369間歩跡坑口
大滝　梅661間歩跡
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写真　9 鶴子銀山跡の遺構（4）・旧道の遺構
大正期の鶴子坑
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